
鹿児島県出水市

報
広

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

12
世 帯 数 ２万 4,928 （＋ 32）
人　 口 ５万 5,407 （＋ 12）
男 ２万 5,901 （＋ ６）
女 ２万 9,506 （＋ ６）

出　 生 46
死　 亡 57
転　 入 122
転　 出 98

（11 月１日現在 : 住民基本台帳）
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2014（平成26年）
No. 105

主な内容

｢漁解禁、操業開始！」

（八代海にて　11月４日撮影）



エントランスホール（イメージ図）

広く見通しの良い１階に、市民サービス窓口として市民の皆様が訪れる頻度の高い部署を集約し、
２階へはエントランスホールの吹き抜けによりアプローチしやすい配置にします。
市有林の木材を内装材や家具材として活用し、親しみと温もりのある庁舎をつくります。

平面計画図

○１階配置予定
　主な窓口サービスを
配置します。
　・市民福祉部、
　多目的ホール、
　その他必要諸室等

○２階配置予定
　北側議会棟には議会関連諸室を集約し
ます。南側行政棟には農業、建設部門を
配置します。
　・議場、議会委員会室、産業振興部、
　建設部、その他必要諸室等

○３階配置予定
　防災、管理部門を配置します。
　・市長室、副市長室、政策経営部、
　災害対策室、その他必要諸室等

○４階配置予定
　教育委員会部門を配置します。
　・教育長室、教育部、大会議室（避
　難所）、その他必要諸室等
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新庁舎（本庁舎）の実施設計がまとまりました！

12 月から工事が始まります。 （2016 年 9 月までは、現在の庁舎を使用します。）

現庁舎
出水市役所

鹿児島

銀行

鹿児島
信用金庫

メガネの
ヨネザワ

ローソン

工事現場

（准看護学校跡）

倉庫・車庫解体

税理士
事務所

国
道
４
４
７
号

水路移設

臨時駐 場車
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工
事
期
間
中
の
臨
時
駐
車
場
の
お
知
ら
せ
！

２階ロビー（イメージ図） １階ロビー（イメージ図）

新庁舎建設事業スケジュール

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

２０１７年２０１６年２０１５年

本 庁 舎 建 設 工 事 引越し 現庁舎解体倉庫・車庫解体

倉庫棟工事・駐車場棟工事 駐車場整備水路移設

先月号では、新庁舎の基本的な考え方と概要についてお知らせしました。
今月号では各階の平面計画図等について紹介します。
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○１号 ( 幼稚園、認定こども園 )
　→施設に申請書を提出

○２号・３号（保育所、認定こど
　も園、地域型保育事業）
　→施設に申請書を提出

○１号（幼稚園、認定こども園）
　→施設に申請書を提出

○２号・３号（保育所、認定こど
　も園、地域型保育事業）
　→市役所に申請書を提出

給付の対象ではない施設を利用するに当たっての利用手続き
○現行制度（私学助成）のまま運営する幼稚園を利用する場合（現行と同様です。）
　①利用希望者は願書を幼稚園に提出　②利用希望者は幼稚園と利用契約を結ぶ
○その他認可外施設・事業を利用する（現行と同様です。）
　①利用希望者は施設に直接申し込む　②利用希望者は認可外保育施設と利用契約を結ぶ
新制度の対象施設の利用料（保育料）について
幼稚園、保育所、認定こども園、小規模保育などの利用料（保育料）の原則は「応能負担」です。

　「応能負担」とは、保護者の所得（支払能力）によって、利用料を負担する仕組みです。
　今まで所得税から算定していましたが、市民税の所得割額により算定します。
　金額については、国が定める基準を上限に市が定めることとされており、詳細については、現在検討中です。
　このほか、園独自に実費徴収（給食費、通園費、教材費など）や上乗せ徴収（教員配置の充実、平均的な水
準を超えた施設整備など）が発生する場合があります。

Ｑ新制度に移行する幼稚園の保育料は、現行制度と比べて、高くなるんですか？安くなるんですか？
Ａ現行幼稚園については、幼稚園がそれぞれ利用料を設定しています。
　今後、国から示された金額を上限に、現行の負担水準を踏まえ認定区分ごとの利用料を、市が決定していきます。
　現時点では、金額の詳細は未定です。
Ｑ新制度に移行しない（認定の手続きを必要としない）　幼稚園の利用料（保育料）はどうなるんですか？
Ａ現行制度と同じで、各幼稚園が決定します。

○来年４月から
　利用を始める方

○現在、施設を
　利用している方

公費負担

利用者負担
（保育料）

所　得低い 高い

教
育
・
保
育
に
係
る
経
費

○利用者の方は市が定めた料金を毎月施設に支
　払います。
※利用者負担（保育料）は、税金の市民税所得
　割額を基に決定します。

講演会「知ってください　ＨＴＬＶ－１のこと」
　ＨＴＬＶ－１とは、ＡＴＬ（成人Ｔ細胞白血病）やＨＡＭ（ＨＴＬＶ－１関連脊髄症）等といった病気を引
き起こすウイルスのことです。
　鹿児島県においても多くのキャリアがいると言われており、主に母乳を介して感染すること等が知られてい
ます。講演会では、病気のことを皆様に正しく理解していただくため、わかりやすくお話しします。
日　時　12 月７日（日）午後１時～同３時 20 分
場　所　鹿屋市中央公民館（鹿屋市北田町 11103 番）
問い合わせ先　県保健福祉部健康増進課（099 － 28 － 2724）

{
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　2015 年４月から「子ども・子育て支援新制度」が本格スタートします。
　「子ども・子育て支援新制度」とは、2012 年８月に成立した子ども・子育て関連３法（※１）に基づき、幼児
期の質の高い学校教育・保育の総合的な提供、地域の子育て支援の充実、保育の量の拡大により、待機児童の解
消を推進する新しい制度のことをいいます。
※１　「子ども子育て支援法」、「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する
　　法律」、「子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を
　　改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律」

子ども・子育て支援新制度について

年　齢 保育の必要性 認定区分 教育・保育時間 利用できる施設

満３歳以上 なし １号認定 教育標準時間 ・幼稚園
・認定こども園

満３歳以上 あり ２号認定 保育標準時間
保育短時間

・保育所
・認定こども園

満３歳未満 あり ３号認定 保育標準時間
保育短時間

・保育所
・認定こども園
・小規模保育等

２・３号認定は、保育の必要量に応じ、保育標準時間と保育短時間も認定されます。

１号認定の教育標準時間…１日４時間を標準として学則等により各施設で定める教育課程に係る時間
２号認定・３号認定の保育標準時間…１日最大 11 時間の中で必要となる保育時間
２号認定・３号認定の保育短時間…１日最大８時間の中で必要となる保育時間

給付対象施設を利用するに当たっての利用手続き
○認定区分・施設によって、　手続きの方法が変わります。

①施設に直接申込む
②施設から入園の内定
③認定を申請する
④認定証を受領する
⑤施設と直接契約を結ぶ
⑥出水市が定めた利用料を
事業者へ納める

認定証の交付　※新制度では、保育の必要性の認定に応じ、認定証が交付されます。

利用調整（２号認定・３号認定）
○保育を利用する場合（２号認定・３号認定）、出水市が保育の必要性に応じて利用できる施設・事業を調整
　します。
※幼稚園、認定こども園（１号認定）の場合は、出水市による利用調整は行いません。

幼稚園、認定こども園
（１号）

保育所、認定こども園、地域型保育事業
（２号・３号）

・基準については、月 120 時間以上の就労であれば保育標準時間、
　月 48 時間（１日４時間月 12 日）以上 120 時間未満の就労で　
あれば保育短時間とする方向で検討中です。

①認定申請する
②認定証を受領する
③出水市へ利用希望の申込み
④出水市が利用調整を行う

保育所
⑤出水市が定めた利用料を出水
　市に納める

認定こども園、地域型保育等
⑤施設と直接契約を結ぶ
⑥出水市が定めた利用料を事業
　者へ納める
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会計名
収益的収入および支出 資本的収入および支出

収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水道事業 予算現額 8 億 7,150 万円
49.98%

8 億 4,396 万円
43.27%

7,538 万円
2.76%

4 億 7,028 万円
27.48％

収入・支出済額 4 億 3,559 万円 3 億 6,520 万円 208 万円 1 億 2,921 万円

病院事業 予算現額 43 億 9,950 万円
47.83%

63 億 5,791 万円
56.55%

6 億 4,182 万円
10.55%

9 億 1,154 万円
34.88％

収入・支出済額 21 億 0,423 万円 35 億 9,526 万円 6,768 万円 3 億 1,796 万円

区　分
2014 年９月末

現在高
2014 年３月末

現在高
増　減 備　　　　　考

土 地 
（ う ち 山 林 ）

3,284 万 4,803㎡
(286 万 8,861㎡）

3,285 万 8,591㎡
(288 万 1,420㎡）

△ 1 万 3,788㎡
（△ 1 万 2,559㎡）土地のうち、主なものは山林です。

建 物 31 万 3,755㎡ 31 万 3,755㎡ 0㎡ 建物のうち、主なものは学校、公園、住宅などの施設です。
有 価 証 券 4,588 万円 4,588 万円 0 万円 市が保有している株券です。
出 資 金 6 億 1,234 万円 6 億 1,234 万円 0 万円 各種協会等への出資金です。

貸 付 金 11 億 7,564 万円 11 億 7,713 万円 △ 149 万円 特定事業のために市民や別会計の事業にお金の貸し付
けを行っているものです。

車 両 179 台　 177 台　 2 台 市が保有している公用自動車や消防車両などです。
基 金 192 億 3,119 万円 192 億 3,119 万円 0 万円 一般家庭の預貯金に相当するもので、18 の基金があります。

積 立 143 億 3,339 万円 143 億 3,339 万円 0 万円 計画的に積み立て、赤字になりそうなときに取り崩した
り、特定の事業を行うための基金。

果実運用 31 億 2,100 万円 31 億 2,100 万円 0 万円 原資は取り崩さず、その利息を使って事業を行う基金。

定額運用 14 億 1,940 万円 14 億 1,940 万円 0 万円 一定の金額の基金を原資に、土地を購入したり、貸し付けを
行う基金。

特別会計 3 億 5,740 万円 3 億 5,740 万円 0 万円 特別会計が積み立てている基金。主に国民健康保険基金。

会　　計　　名 2014 年９月末 
現　在　高

2014 年３月末 
現　在　高 増　　減

一　般　会　計 226 億 2,190 万円 238 億 1,600 万円 △ 11 億 9,410 万円

下水道分

下 水 道 特 別 会 計 84 億 1,815 万円 87 億 5,063 万円 △ 3 億 3,248 万円
特定環境保全公共
下 水 道 特 別 会 計 49 億 9,462 万円 51 億 0,275 万円 △ 1 億 0,813 万円
農 業 集 落 排
水 特 別 会 計 17 億 3,496 万円 18 億 0,002 万円 △ 6,506 万円

地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計 1 億 6,043 万円 1 億 6,982 万円 △ 939 万円

企業会計
水　 道　 事　 業 44 億 5,350 万円 45 億 5,240 万円 △ 9,890 万円
病　 院　 事　 業 32 億 2,093 万円 34 億 4,045 万円 △ 2 億 1,952 万円

企業会計の状況 出水市の企業会計には、『 水 道 事 業 』と
『 病 院 事 業 』の２つの会計があります。

2014 年度上半期における財産などの状況

財産の状況

借金（市債）の状況

一時借入金の状況

　2014年4月1日から2014年9月30日までの間に資金不足は発生しなかったため、
一時借入は行っていません。
　なお、2006 年の市町村合併以降、資金不足により一時借り入れを行った実績はあり
ません。

※『一時借入金』とは…支払資金が不足するときなどに、金融機関から一時的に借り　
　　　　　　　　　　　るお金のことで、年度内に返済することとなっています。
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2014 年度上半期の財政状況

　〔　歳　入　〕
区　　　分 予算現額 収入済額 収入率

自
主
財
源

市 税 51 億 3,605 万円 27 億 6,125 万円 53.76%
使 用 料 及 び 手 数 料 4 億 0,734 万円 1 億 7,732 万円 43.53%
分 担 金 及 び 負 担 金 3 億 1,330 万円 1 億 2,320 万円 39.32%
繰 越 金 11 億 5,976 万円 11 億 5,976 万円 100.00%
繰 入 金 5 億 8,130 万円 0 万円 0.00%
そ の 他 3 億 5,679 万円 9,927 万円 27.82%
小 計 79 億 5,454 万円 43 億 2,080 万円 54.32%

依
存
財
源

地 方 交 付 税 95 億 6,778 万円 68 億 3,575 万円 71.45%
国 庫 支 出 金 32 億 2,570 万円 13 億 3,636 万円 41.43%
市 債 29 億 6,720 万円 0 万円 0.00%
県 支 出 金 14 億 8,150 万円 5,301 万円 3.58%
そ の 他 8 億 0,408 万円 4 億 2,055 万円 52.30%
小 計 180 億 4,626 万円 86 億 4,567 万円 47.91%

歳 入 合 計 260 億 0,080 万円 129 億 6,647 万円 49.87%

　〔　歳　出　〕
区　　分 予算現額 支出済額 執行率

議 会 費 2 億 2,613 万円 1 億 2,078 万円 53.41%
総 務 費 51 億 3,379 万円 10 億 3,907 万円 20.24%
民 生 費 84 億 9,725 万円 31 億 3,668 万円 36.91%
衛 生 費 28 億 9,023 万円 11 億 5,048 万円 39.81%
労 働 費 3,023 万円 1,702 万円 56.30%
農 林 水 産 業 費 9 億 4,446 万円 2 億 3,519 万円 24.90%
商 工 費 3 億 0,929 万円 1 億 0,733 万円 34.70%
土 木 費 19 億 0,730 万円 2 億 6,121 万円 13.70%
消 防 費 7 億 3,288 万円 2 億 9,012 万円 39.59%
教 育 費 27 億 1,339 万円 13 億 7,445 万円 50.65%
災 害 復 旧 費 2,416 万円 216 万円 8.94%
公 債 費 25 億 8,669 万円 13 億 4,717 万円 52.08%
予 備 費 500 万円 0 万円 0.00%
歳 出 合 計 260 億 0,080 万円 90 億 8,166 万円 34.93%

特別会計名 予算減額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 83 億 3,256 万円 30 億 9,585 万円 37.15% 35 億 3,866 万円 42.47%
後 期 高 齢 者 医 療 6 億 3,511 万円 1 億 7,463 万円 27.50% 1 億 6,234 万円 25.56%
介 護 保 険 57 億 5,858 万円 22 億 8,847 万円 39.74% 23 億 8,406 万円 41.40%
交 通 災 害 共 済 1,808 万円 1,439 万円 79.59% 463 万円 25.61%
下 水 道 13 億 0,652 万円 1 億 6,165 万円 12.37% 5 億 5,195 万円 42.25%
特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 4 億 7,436 万円 4,668 万円 9.84% 2 億 1,120 万円 44.52%
農 業 集 落 排 水 2 億 5,310 万円 2,124 万円 8.39% 1 億 1,399 万円 45.04%
地 方 卸 売 市 場 2,231 万円 481 万円 21.56% 1,112 万円 49.84%

　地方自治法および出水市財政事情の作成及び公表に関する条例では、年に２回、市の財政状況について公表す
ることとなっています。
　今回は、2014（平成 26）年度上半期（４月～９月）の財政状況について、お知らせします。
　各会計における 2014 年９月 30日時点の予算の執行状況、財産の状況は次のとおりとなっています。

一般会計の状況
2014 年度上半期における予算の執行状況

※自主財源の「その他」には、
　財産収入、寄付金、諸収入
　が含まれています。
※依存財源の「その他」には、
　地方譲与税、地方消費税交
　付金などの各種交付金が含
　まれています。

特別会計の状況
『 特 別 会 計 』とは、

地方公共団体が特定事業の収入をその事業の支出に充て経理を行う会計で、
一般会計とは切り離して考えるものです。
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１月５日（月）　市文化会館で成人式を開催！
　2015 年出水市成人式を行います。
　対象は、1994（平成６）年４月２日から 1995（平成７）年４月１日までに生まれた方です。
　対象の方には、案内状を送付していますので、あらかじめご確認くださいますようお願いします。
　なお、市外転出等で案内状が届いていない方もご参加いただけます。
期　　日　2015 年１月５日 ( 月 )
会　　場　市文化会館
日　　程　受　　　　付　午前 10 時～同 10 時 30 分
　　　　　記念写真撮影　午前 10 時 35 分～同 11 時 15 分
　　　　　式　　　　典　午前 11 時 30 分～午後０時 30 分
参加者および参列者へのお願い
○当日は混雑が予想されますので、お早めに受付を済まされるとともに、お車でお越しの方は、係員の誘導に従っ
　てください。
○ホール内での飲食はできません。また館内への酒類の持ち込みおよび飲酒されている方のご入場はご遠慮い
　ただいております。
○喫煙場所以外での喫煙はご遠慮ください。
○式典中のホール内外への出入り、私語、携帯電話等の使用はお控えください。
問い合わせ先　市中央公民館内生涯学習課（☎ 63 － 2200）

 

 

エンドパット検査結果

　エンドパット検査、お疲れ様でした。
　今回血管の自発的弾力性指標であります RHI という値は　　　　でありまし
た。

　　【結果】
　　１.RHI 値が 2.1 以上あれば、血管内皮機能は『すばらしい状態』であります。
 　　現在の生活スタイルを続けていきましょう。
　　２.RHI 値が 1.67 ～ 2.09 の場合は、『やや良い状態』であります。　
　　運動不足の方は運動を行うことで、喫煙している方は禁煙することで、また
　　血圧やコレステロール、中性脂肪、血糖値等が高い方はこの値を下げること
　　で血管機能を『一層望ましい状態』に近づけることができます。地道な努力
　　が血管病発症の可能性を低くします。
　　３.RHI 値が 1.67 未満の場合は、血管病のリスクが疑われます。
　　この値が低いと心筋梗塞、脳梗塞を起こす可能性が高くなりますので、注意
　　しましよう。

　　【方針】
　　１.RHI 値が良好でしたので、頻回にこの検査を行う必要はありません。
　　気になる方は 1 年に１回程度検査を行いましょう。
　　２.RHI 値に変化がないか、　　　　ヶ月後にもう一度この検査を行うことを
　　お勧めします。
　　　→平成　　年　　月頃に検査を行いましょう。
　　３.RHI 値がこれ以上悪くならないように、薬の治療を行った方が良さそうです。

　　検査について疑問な点、不明な点等がありましたら、遠慮なくお聞きください。
　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　出水総合医療センター　
　　　　　　　　　　　　　　　　循環器内科　担当　医師

検査結果は、左記の
ようになります。

診察・検査予約を
ご希望の場合は、お気
軽にご相談ください。
問い合わせ先
地域医療連携室

（☎ 67 ー 1657）

広報いずみ2014（平成26年）12月 8



方向性②【統合】
　類似する機能を持つ
施設を一つにまとめ、
維持管理に係るコスト
削減を目指します。

出水総合医療センター

動脈硬化外来非常勤医師
桑野　孝志

動脈硬化について

◎はじめに
　本年４月より出水総合医療センターで動脈硬化外来
に勤務しております桑野と申します。
　隔週火曜日に動脈硬化外来を行っておりますが、私
が通常勤務しております福岡大学病院を受診される患
者さんと比べて、出水の方（特に高齢者）が元気なこ
とに驚いております。
　ただし、動脈硬化に関しては、かなり進行してし
まっている方も多く、今後、心筋梗塞、閉塞性動脈硬
化症などの血管病をいかに起こさないようにするかが
重要となるかと考えております。

◎エンドパット検査とは
　本年５月より当院の循環器内科で施行しているエン
ドパット検査は、比較的新しい検査でありますので、
私自身こちらに来るまで詳しくは知りませんでした。
　しかし、動脈硬化の雑誌や論文、また日本動脈硬化
学会に参加した際の講演等で動脈硬化の早期発見に重
要な検査であることが分かりました。
　エンドパット検査は血管内皮機能を測定し、心血管
イベント・合併症のリスク判定に寄与する装置であり、
今までの検査と比べて早期の段階で動脈硬化の原因と
なり得る血管内皮機能障害の発見が可能です。
　両手指に特殊な器具（プローブ）をつけ、上肢の血
圧を測定するだけです。検査時間は約 15 分で終わり
ます。
　血圧を測る際の圧迫が通常より強く、その際の圧迫
感が多少あるかと思いますが、検査に伴う大きな合併
症は特にありません（３カ月間で 200 人以上の方に検
査を行いましたが、検査後数日間上肢の違和感が残っ
た方は１人だけでした）。
　検査の準備等を含めても、検査室に入ってから出て
くるまでに約 30 分程度です。

　この検査は、現在日本人死因の 30％弱を占めてい
る心血管疾患、脳血管疾患の早期発見につながるもの
と考えられ、保険点数 200 点（3 割負担の方で約 600
円）で検査が行えます。
　動脈硬化外来では、エンドパット検査に加え、採血、
エコー、脈波図検査等を同時に行うことでより確実に
動脈硬化の評価が可能になりますので、場合によって
はこちらも勧めさせていただくことがあります。
◎最後に
　当院は、本年 7 月に日本動脈硬化学会より正式に認
定診療施設の認定を受け、日本動脈硬化学会専門医施
設となりました。
　私も循環器内科楠元先生、本里先生と協力しながら
出水地区の動脈硬化疾患予防に努めていきますので、
今後ともよろしくお願いします。

方向性①【廃止】
　所期の目的を達成
したなどの理由によ
り、施設を廃止し、
取り壊します。

公共施設の老朽化対策について、今後取り組んでいく方向性（10 通り）を順次ご紹介します。
～公共施設白書より～

エンドパット「Endo-PAT2000」

両手指に特殊な器具（プロ
ーブ）をつける

上肢の血圧を測定する

検査時間は約 15 分！
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日
頃
の
部
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
と
と
も
に
更
な
る
向
上
・
発

展
を
目
指
し
て
、
出
水
商
業
高
校

吹
奏
楽
部
が
定
期
演
奏
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　
時　
12
月
21
日
（
日
）

　

開
場
午
後
１
時
30
分

　
（
開
演
同
２
時
）

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

入
場
料　
無　

料

曲　
目

○
斎
太
郎
節
の
主
題
に
よ
る
幻
想

　
（
本
年
度
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
）

○
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー

○
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
・
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
・
Ｓ
ｉ

　
ｎ
ｇ

○
演
歌　

ほ
か

※
北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

　

有
志
と
の
合
同
演
奏

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　
（
☎
�
１
０
６
９
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

出
水
商
業
高
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会
♪

日　
時　
12
月
７
日
（
日
）

　

開
場
午
後
０
時
30
分

　
（
開
演
同
１
時
）

場　
所　
市
文
化
会
館

入
場
料　
無　

料

出
演
団
体　

高
尾
野
兵
六
太
鼓
、

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ａ
・ｇ
ａ
ｉ
ｎ
、

　

コ
ー
ル
の
だ
、
出
水
市
少
年
少

　

女
合
唱
団
、
出
水
中
学
校
合
唱

　

部
、
コ
ー
ル
出
水
、
西
出
水
小

　

学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
合

　

唱
団
オ
ー
ク
、
コ
ー
ル
メ
イ
プ

　

ル
、男
声
合
唱
団「
ゴ
ー
シ
ュ
」、

　

コ
ー
ル
ひ
だ
ま
り
、
高
尾
野
小

　

学
校
吹
奏
楽
部
、
東
出
水
小
学

　

校
金
管
バ
ン
ド
、
混
声
合
唱
団

　

ソ
ナ
ー
レ
、
ク
レ
イ
ン
コ
ー
ラ

　

ス
、
出
水
中
央
高
等
学
校
吹
奏

　

楽
部

問
い
合
わ
せ
先　
市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

出
水
音
楽
祭

２
０
１
４
開
催
♪

日　
時　
12
月
13
日
（
土
）

　

開
場
午
後
６
時

　
（
開
演
同
６
時
30
分
）

場　
所　
市
文
化
会
館

入
場
料　
大
人
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下
３
０
０
円

曲　
目

○
瑠
璃
色
の
地
球

○
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー

○
合
唱
組
曲
「
土
の
歌
」
よ
り
２

　

曲　

ほ
か

ゲ
ス
ト

　

村
原
仁
美
（
ピ
ア
ノ
独
奏
）

問
い
合
わ
せ
先

　

混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ
事
務
局

　
（
池
田
）（
☎
�
９
９
０
９
）

混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ

第
33
回
定
期
演
奏
会
♪

　

鹿
児
島
・
熊
本
・
宮
崎
の
３
県

を
広
報
区
域
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か

ら
ジ
ャ
ズ
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

持
っ
て
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る

陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊
の
演
奏

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
12
月
11
日
（
木
）

　

開
演
午
後
６
時
～
同
８
時

　
（
午
後
５
時
開
場
）

場　
所　
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

陸
上
自
衛
隊

第
８
音
楽
隊
演
奏
会
♪

芸
術
の
秋
深
ま
る

各
地
域
で
文
化
祭

　

日
頃
か
ら
活
動
し
て
い
る
文

化
・
芸
術
の
各
団
体
等
が
成
果

を
発
表
す
る
文
化
祭
が
、
来

年
の
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま

２
０
１
５
の
プ
レ
国
民
文
化
祭

と
し
て
10
月
25
日
・
26
日
の
野

田
地
域
文
化
祭
を
皮
切
り
に
、

11
月
１
日
・
２
日
に
出
水
地
域

文
化
祭
、
11
月
８
日
・
９
日
に

高
尾
野
地
域
文
化
祭
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
演
者
・
出
品
者
と
も
に
芸

術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
熱
の
こ

も
っ
た
演
技
や
見
事
な
作
品
の

展
示
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
感

心
し
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。
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「
ツ
ル
が
渡
る
国
々

～
各
生
息
地
の
現
況
～
」

　

出
水
で
越
冬
す
る
ツ
ル
た
ち

は
、
ロ
シ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
・
韓
国

と
い
っ
た
繁
殖
地
・
中
継
地
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
の
か
、
日
本
で
の
状
況
も

含
め
て
展
示
し
ま
す
。

ツ
ル
博
物
館
企
画
展

日　　時　12 月 14 日（日）午前９時～正午（受付　午前８時 30 分）
場　　所　青年の家
対 象 者　家族、友達同士などのグループ（個人参加はできません）
※小学３年生以下は保護者同伴に限ります。
内 容　自然の素材を使った創作活動

（定　員）　　（次の中から製作する作品を選んでください。）
　　　　　①ミニ門松（50 組）　②しめなわ（15 組）
　　　　　③洋風リース（45 組）　④和風リース（25 組）
材 料 代　１製作につき、ミニ門松 400 円、その他 200 円
持参するもの　準備可能な方は、次のものをご持参ください。
　　　　　　①ミニ門松：せん定ばさみ・軍手　②しめなわ：はさみ
　　　　　　③洋風リース・④和風リース：せん定ばさみ
申し込み方法　青年の家に電話でお申し込みください。
※各作品とも定員になり次第締め切りますので、お早めにお申し込み
　ください。
※ 12 月３日（水）から申し込み受け付けを開始します。
申込・問い合わせ先　青年の家（☎ 63 － 2135）

2014 年度冬の自然まつり
【 正月＆クリスマス飾りを手作りで ! 】

～みんなで作る冬のクラフト！家族や友達と楽しもう～

参
加
料　
材
料
代
４
０
０
円
程
度

※
第
１
回
目
の
み

定　
員　
先
着
20
人
（
定
員
に
な

　

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
期
限　
開
催
日
の
３
日
前
ま

　

で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
（
保

　

健
セ
ン
タ
ー
）（
☎
�
２
１
４
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
８
１
９
）

　

男
性
の
皆
さ
ん
。〝
ぽ
っ
こ
り
お

な
か
〟気
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

効
率
よ
く
内
臓
脂
肪
を
減
ら

し
、
ヘ
ル
シ
ー
な
身
体
づ
く
り
を

す
る
コ
ツ
を
伝
授
し
ま
す
。

健
康
男
子
教
室

日時・内容・準備するもの
日　　時 会　　場 内　　容 準備するもの

第１回
12 月３日 ( 水 )
午後６時 30 分～

同９時

働く
婦人の家

「かんたんヘルシー料理」
自分の適正量を知ろう！
～調理実習～

エプロン、
三角巾、
材料代 400 円

第２回 12 月 10 日 ( 水 )
午後７時～同９時

出水保健
センター

楽しくカラダを動かし、
　脂肪を燃焼させよう！
～ 100 キロカロリー消費

する運動～

運動のできる
服装、タオル、
水分補給用飲
み物

※原則２回の出席となりますが、１回の参加でも受け付けます。

　

認
知
症
高
齢
者
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
85
歳
以
上
の
方
の
４
人
に

１
人
が
認
知
症
の
症
状
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な

る
２
０
２
５
年
を
前
に
、
認
知
症

に
対
す
る
施
策
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
「
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
次
の
よ
う
な
施
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
対
す
る
理
解
の
普
及
・

促
進

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
お
よ
び
キ

　

ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
養
成
・
活
用

○
認
知
機
能
低
下
予
防
に
関
す
る

　

介
護
予
防
教
室
の
開
催
等

認
知
症
相
談
体
制
の
充
実
・
強
化

○
認
知
症
相
談
窓
口
の
周
知
徹
底

○
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と

　

の
連
携
等

医
療
と
介
護
が
連
携
し
た
適
切
な

ケ
ア
の
提
供

○
介
護
従
事
者
へ
の
研
修

○
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
等

※
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
と
は
、
認
知

　

症
が
発
症
し
た
と
き
か
ら
、
生

　

活
す
る
上
で
色
々
な
支
障
が
出

　

て
く
る
中
で
、
そ
の
進
行
状
況

　

に
合
わ
せ
て
、
い
つ
ど
こ
で
ど

　

の
よ
う
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

　

ス
を
受
け
れ
ば
良
い
か
標
準
的

　

に
示
し
た
も
の
で
す
。

本
人
・
家
族
・
地
域
等
へ
の
支
援

の
充
実

○
地
域
ケ
ア
会
議

○
介
護
者
交
流
会
等

　

昨
年
実
施
し
た
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
４
５
０
人
の
高
齢
者

に
対
す
る
介
護
予
防
に
つ
い
て
の

実
態
把
握
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

今
後
力
を
入
れ
て
欲
し
い
取
り
組

み
は
、「
認
知
症
の
予
防
・
支
援
に

関
す
る
こ
と
」
が
28
㌫
と
最
も
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
認
知
症
予
防
・

支
援
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
認
知

症
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
い
き
い
き

　

長
寿
課
高
齢
者
支
援
係

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
４
７
７
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

展
示
期
間　
12
月
20
日
（
土
）
～

　

２
０
１
５
年
２
月
１
日
（
日
）

展
示
場
所　
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い

　

ず
み
１
階
企
画
展
示
室

入
館
料　
無　

料

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

広報いずみ2014（平成26年）12月11



　

復
帰
す
る
日
が
決
ま
っ
て
い
る

　

場
合
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
年
度
途
中
（
２
０
１
５
年
５
月

　

以
降
）
入
所
希
望
の
方
に
つ
い

　

て
も
右
の
受
付
期
間
中
に
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間

　

後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

　

受
付
期
間
中
に
申
し
込
ん
だ
方

　

と
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
の

　

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方
の
中
か

　

ら
、
就
労
状
況
等
に
よ
り
保
育

　

園
入
所
の
優
先
順
位
を
決
め
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
、
優
先
順
位
の

　

高
い
方
か
ら
入
所
し
て
い
た
だ

　

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
受

　

付
期
間
内
に
申
し
込
ん
だ
場
合

　

で
も
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設
係

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
４
）

　

２
０
１
５
年
４
月
か
ら
入
所
を

希
望
す
る
市
内
保
育
園
の
児
童
の

入
所
申
し
込
み
を
次
に
よ
り
受
け

付
け
ま
す
。

入
所
資
格

　

次
の
事
由
で
保
護
者
に
よ
る
保

　

育
園
入
所
が
必
要
な
児
童
が
対

　

象
○
保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
場
合

○
保
護
者
の
出
産
や
病
気

○
家
族
の
病
人
等
の
介
護

○
家
庭
が
災
害
等
に
遭あ

っ
た
場
合

○
保
護
者
が
求
職
中
の
場
合

受
付
期
間

　

12
月
１
日
（
月
）
～
12
月
12
日

　
（
金
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。）

受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分
申
し
込
み
方
法　
本
庁
こ
ど
も
課
、

　

高
尾
野
支
所
、
野
田
支
所
の
市

　

民
福
祉
課
に
備
え
付
け
（
11
月

　

下
旬
か
ら
配
布
予
定
）
の
入
所

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
在
園
児
の
申
し
込
み
に

　

つ
い
て
は
、
保
育
園
を
通
じ
て

　

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
育
児
休
業
中
の
方
で
、
仕
事
に

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

市
内
保
育
園
の
入
所
受
け

付
け
を
開
始
！

　

２
０
１
５
年
度
以
降
に
市
が
発

注
す
る
建
設
工
事
お
よ
び
建
設
工

事
に
伴
う
測
量
・
設
計
等
な
ら
び

に
簡
易
な
建
設
工
事
の
入
札
（
見

積
）
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
市
内

の
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
請
要
領
お
よ
び
申
請
に
必
要

な
書
類
は
、
本
庁
契
約
検
査
課
、

高
尾
野
支
所
内
下
水
道
課
ま
た
は

野
田
支
所
内
支
所
建
設
課
で
配
布

し
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。）

受
付
期
間　
12
月
15
日
（
月
）
～

　

２
０
１
５
年
１
月
30
日
（
金
）

受
付
対
象　
市
内
業
者

※
市
内
業
者
の
定
義
に
つ
い
て
も

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

登
録
期
間　
２
０
１
５
年
４
月
１

　

日
か
ら
２
年
間

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
契
約
検
査

　

課
（
☎
�
４
０
６
４
）

建
設
工
事
等
の
入
札（
見

積
）
参
加
業
者
を
募
集

　

日
本
の
大
学
に
い
る
外
国
人
留

学
生
を
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
受
入
期
間
（
一
週
間
プ
ラ
ン
）

　

２
０
１
５
年
３
月
７
日
（
土
）

か
ら
い
も
交
流
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

森
林
や
草
木
に
覆
わ
れ
た
、
普

段
気
づ
き
に
く
い
市
内
の
中
世
山

城
跡
で
、
新
た
な
発
見
を
目
指
し

な
が
ら
の
探
検
会
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
探
検
す
る
中
世
山
城
跡

は
、
薩
州
島
津
家
の
本
拠
地
で
市

指
定
史
跡
の
出
水
城
（
亀
ヶ
城
）

跡
で
す
。

日　
時

　

２
０
１
５
年
１
月
17
日
（
土
）

　

９
時
15
分
出
発

　
（
受
付
８
時
30
分
～
９
時
、
帰

　

着
12
時
）

集
合
・
解
散
場
所

　

出
水
小
学
校
前
広
場

※
駐
車
場
も
こ
こ
で
す
。

参
加
者　
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
誰

　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
、
保

　

護
者
等
と
同
伴
で
の
参
加
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

Ｅ
メ
ー
ル
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
よ
り
、
１
月
15
日
（
木
）
ま

　

で
に
市
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
生
涯
学
習
育
課 

（
☎
�
２
２

　

０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
２
０
２
）

　

電
子
メ
ー
ル　

gakushu_c@

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

中
世
山
城
跡
を
探
検
し

ま
せ
ん
か
？

　

～
同
15
日
（
日
）

○
受
入
期
間
（
二
週
間
プ
ラ
ン
）

　

２
０
１
５
年
３
月
７
日
（
土
）

　

～
同
22
日
（
日
）

申
込
期
限

　

２
０
１
５
年
１
月
31
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か

　

ら
い
も
交
流　

北
薩
ブ
ロ
ッ
ク

　

担
当　

西
牟
田
（
☎
０
９
０

－
　

３
６
０
９

－

１
１
２
８
）

　

放
送
大
学
で
は
、
来
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
、
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限

　

２
０
１
５
年
３
月
20
日

※
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
に
な
る
か
、
放
送
大
学
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ

　

ー
（
☎
０
９
９

－

２
３
９

－

３

　

８
１
１
）

放
送
大
学
４
月
生
募
集
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鹿児島県の最低賃金は時間額678円

　鹿児島県の最低賃金が 10 月 19 日から改正され、
時間額で 678 円となりました。
　県最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなど、
県下全ての労働者に適用され、使用者は労働者に対
して最低賃金以上の賃金を支払わなければなりませ
ん。
　ただし、次の産業は特定（産業別）最低賃金が適
用されます。
○電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、　
　情報通信機械器具製造業（時間額 710 円）
○百貨店、総合スーパー（時間額 685 円）
○自動車（新車）小売業（時間額 735 円）
問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室（☎ 099 － 223 － 8278）

　

市
で
は
、
景
観
の
形
成
に
関
す

る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
審

議
し
て
い
た
だ
く
景
観
審
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
審
議
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
委
員
の
一
部
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
員　
２
人

応
募
資
格

○
満
20
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住

　

し
て
い
る
こ
と

○
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
会
議

　

に
参
加
で
き
る
こ
と

応
募
方
法　
応
募
用
紙
の
指
定
は

　

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
事
項

　

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

①
住
所
お
よ
び
連
絡
先
（
電
話

　

番
号
）、②
氏
名
、③
生
年
月
日
、

　

④
性
別
、
⑤
略
歴
（
職
業
お
よ

　

び
各
種
団
体
等
、
県
、
市
の
審

　

議
会
等
へ
の
所
属
が
あ
れ
ば
、

　

そ
の
名
称
と
期
間
、
地
域
活
動

　

や
市
民
活
動
な
ど
の
取
り
組
み

　

が
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
な
ど
を

　

ご
記
入
く
だ
さ
い
。）、
⑥
応
募

　

の
動
機
（
簡
潔
に
お
書
き
く
だ

　

さ
い
。）

任　
期　
２
０
１
５
年
１
月
１
日

　

か
ら
２
０
１
６
年
12
月
31
日
ま

　

で
の
２
年
間

提
出
先

○
直
接
持
参
す
る
場
合

　

本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管
理
係

○
郵
送
の
場
合

　

〒
８
９
９

－

０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

出
水
市
役
所
都
市
計
画
課
計
画

　

管
理
係
宛

○
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
場
合

　

tokei_c@
city.izum

i.kagoshi

　
m

a.jp

選
考
方
法　
書
類
審
査
で
決
定
し

　

ま
す
。
選
考
結
果
は
、
応
募
者

　

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

12
月
３
日（
水
）～
同
17
日（
水
）

※
必
着

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管
理
係

　
（
☎
�
４
０
６
３
）

　

介
護
・
福
祉
科
の
初
任
者
研
修

の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
内
容　
介
護
の
学
科
、実
技
、

　

実
習

募
集
期
間　
11
月
17
日
～
２
０
１

　

５
年
１
月
15
日

選
考
試
験　
２
０
１
５
年
１
月
28

　

日
訓
練
期
間　
２
０
１
５
年
２
月
13

　

日
～
５
月
12
日

募
集
定
員　
22
人

受
講
料　
無　

料

景
観
審
議
会
の
委
員
を

募
集

介
護
・
福
祉
科
訓
練
生

を
募
集

※
テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
保
険
代
は

　

自
己
負
担

訓
練
場
所　
ニ
チ
イ
学
館
出
水
校

　

出
水
市
昭
和
町
17

－

22

申
込
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
９
６

－
５
３

－

０
２

　

０
７
）

　

パ
ソ
コ
ン
実
務
の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

訓
練
内
容　
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算

　

３
級
程
度
の
技
能
習
得
等

募
集
期
間　
11
月
25
日
（
火
）
～

　

２
０
１
５
年
１
月
21
日

選
考
試
験　
２
０
１
５
年
２
月
４

　

日
訓
練
期
間　
２
０
１
５
年
２
月
20

　

日
～
５
月
19
日

募
集
定
員　
22
人

受
講
料　
無　

料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

訓
練
場
所

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　

出
水
市
野
田
町
下
名
５
２
７
９

申
込
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０
２

　

０
７
）

パ
ソ
コ
ン
実
務
科
訓
練

生
を
募
集

橋
はしぐち

口　進
すすむ

さん（67）
出水市の好きなところは？
　恵まれた自然と豊かな人間
性
出水市に望むことは？
　住民が安心して暮らせる環
境整備（職場の確保、医療・
福祉の充実等）
ひと言
　活性化はアイディア勝負。
ゆるキャラならずとも一層の
知恵を絞りたいものです。

田
た な か

中　凉
りょうこ

子さん（70）
出水市の好きなところは？
　海、山の幸。安全な野菜、
果物、肉、加工品等豊富な食
材があり、食を楽しめる。他
県の友人にも大変喜ばれる。
出水市に望むことは？
　高齢者のパワーをもっと活
用し、市の活性化を！若者が
楽しく過ごせる街づくりを。
ひと言
　災害のない平和な日々を…

元気ですね先輩！
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月
10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た

も
の
で
、本
年
で
66
周
年
を
迎
え
、

全
国
各
地
で
人
権
に
関
す
る
各
種

の
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
害
者
等
に

関
す
る
人
権
問
題
が
、
依
然
と
し

て
存
在
し
て
い
ま
す
。
人
権
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
県
民
一

人
一
人
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の

実
現
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

[

重
点
目
標]

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～

[

強
調
事
項]

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

　

て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会

　

参
加
を
進
め
よ
う

○
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差

　

別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

　

を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

　

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
稲
穂
の
会
」
が
作
成
し
た
点
字

版
広
報
い
ず
み
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
音
声
訳
ク
ラ
ブ
エ
コ
ー
い

ず
み
」
が
テ
ー
プ
に
録
音
し
た
広

報
い
ず
み
等
を
視
覚
障
害
者
の
方

へ
郵
便
で
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
、
必
要
な
方
な

ど
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
☎
�
４
０
４
５
）

点
字
や
声
の広報

サ
ー
ビ
ス

～
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
等

若
年
者
就
労
支
援
事
業
～

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
若
年
者
の
自
立
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
丁
寧
に
支
援
し
ま
す
。

　

就
職
す
る
・
働
き
続
け
る
、
そ

の
ヒ
ン
ト
と
体
験
を
求
め
て
み
ま

し
ょ
う
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　
15
歳
～
39
歳
の
当
事
者

　

お
よ
び
家
族
・
保
護
者

相
談
日
時　
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

相
談
料　
無　

料

※
詳
し
く
は
、
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
か
ご
し
ま
若
者

　

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
０
９
９

－

２
９
７

－

４
９
４
９
）

第
66
回
人
権
週
間

　

12
月
４
日
か
ら
同
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

　

人
権
週
間
は
、
１
９
４
８
年
12

若
年
者
の
就
労
支
援
！

～
こ
れ
か
ら
の

　
男
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー
～

「
家
族
の
た
め
」「
会
社
の
た
め
」

と
働
い
て
き
た
け
れ
ど
…
。

　

そ
ん
な
が
ん
ば
っ
て
き
た
男
性

の
み
な
さ
ん
、
肩
の
力
を
抜
い
て

人
生
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

県
で
は
、
50
代
・
60
代
の
男
性

を
対
象
に
し
た
こ
れ
か
ら
の
男
の

生
き
方
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
２
０
１
５
年
１
月
24
日

　
（
土
）
午
後
１
時
～
同
４
時
45
分

会　
場

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

東
棟
３
階　

大
研
修
室
第
１

※
駐
車
場
あ
り
（
受
講
生
無
料
）

講　
師　
吉
岡　

俊
介
氏
（
シ
ニ

　

ア
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
／
キ
ャ

　

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

受
講
料　
無　

料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

募
集
定
員　
40
人
（
先
着
順
）

※
初
め
て
受
講
す
る
方
を
優
先

申
込
期
限　
１
月
14
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
１

－
　

６
６
０
３
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月

　

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

　

日
）

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

「
男
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
ノ
ー
ト
」
ふ
た
た
び

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

　

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

　

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

　

人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

　

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

　

な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

　

を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

　

差
別
を
な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人

　

権
問
題
に
取
り
組
も
う

　
12
月
10
日
か
ら
同
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　

２
０
０
６
年
６
月
に
、
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関

す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
お
よ
び
そ

の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

　
人
権
週
間
に
つ
い
て
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年末年始の燃やせる家庭ごみの収集日

年末年始のし尿のくみ取り

☆家庭ごみの収集日については、各家庭にお配りしてある「平成 26 年度収集計画カレンダー」に記載してあり
ます。ご不明な点がございましたら、本庁市民生活課生活環境係（☎ 63 － 4042）、高尾野支所市民福祉課市
民生活グループ（☎ 82 － 5416）、野田支所市民福祉課市民生活グループ（☎ 84 － 4813）にお問い合わせくだ
さい。
☆環境センターおよびリサイクルセンターは、12月 31日（水）から１月３日（土）まで受け入れはできません。

【両センターへの個別持ち込みについて】
　年末は 12 月 27 日（土）・29 日（月）午前８時 30 分から午後４時 30 分まで特別受入を実施します。また、
30 日（火）までは受け入れますが、30 日（火）の受付時間は午前８時 30 分から同 11 時 30 分までですのでご
注意ください。年始は１月４日（日）午前８時 30 分から午後４時 30 分まで特別受入を実施します。
　なお、料金は両センターとも 500㌔までは 510 円です。詳細については、環境センター（☎ 75 － 0739）、リサ
イクルセンター（☎ 84 － 4111）にお問い合わせください。

出 水 地 域

収集地区 年末収集最終日 年始収集開始日

月・木曜日収集地区 12 月 29 日（月） １月５日（月）
火・金曜日収集地区 12 月 26 日（金） １月６日（火）
月曜日のみ収集地区 12 月 29 日（月） １月５日（月）
水曜日のみ収集地区 12 月 24 日（水） １月７日（水）
木曜日のみ収集地区 12 月 25 日（木） １月８日（木）

高尾野地域
月・木曜日収集地区 12 月 29 日（月） １月５日（月）
火・金曜日収集地区 12 月 26 日（金） １月６日（火）

野 田 地 域 12 月 29 日（月） １月５日（月）

　年末は大変込み合いますので、早めにくみ取りをされることをお勧めします。
　年内にくみ取りを希望される方は、12 月 12 日（金）までに文化清掃社（☎ 62 － 0155）または出水清掃（☎
62 － 0589）にお申し込みください。

　「鹿児島県出水市の観光」と「熊本県水俣市の観光」を表現した作品を募集しています！
応募期限　2015 年２月 28 日（土）
応募作品　デジタル画像データ。本人が撮影したもので、20 ＭＢ以内のＪＰＥＧ形式データ。
　　　　　カラー・モノクロは問わず、　組写真は不可とします。
応募方法
○パソコンやスマートフォンから、コンテストホームページの応募フォームを通じて画像データ等を送信して
　ください。
○データを記録したＣＤ－Ｒなどの記録媒体に「氏名、電話番号、作品タイトル、撮影場所（出水または水俣）
　を明記した用紙を添付し、郵送してください。ただし記録媒体の返却はいたしません。
表彰・賞金（賞品）例　○グランプリ（２点）　　賞金　５万円  
　　　　　　　　　　　○準グランプリ（２点）　賞金　１万円  
　　　　　　　　　　　○月間賞（毎月４点）　　賞金　５千円
※応募作品は、出水・水俣の観光振興を目的とした広報活動に無償で使用し、フリー素材として公開します。
※詳細はホームページでご確認ください。　ＨＰアドレス　http://izumiminamata.com/
申込・問い合わせ先　〒 899 － 0292　出水市緑町１－３
　　　　　　　　　　出水市観光交流課観光写真コンテスト係（☎ 63 － 4061）

出水・水俣　観光写真コンテスト
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農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
お
よ
び
廃

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
イ
ル
ム
類
（
マ

ル
チ
類
・
ネ
ッ
ト
類
・
谷
シ
ー
ト
・

肥
料
空
き
袋
・
育
苗
箱
・
コ
ン
テ

ナ
・
パ
レ
ッ
ト
・
農
薬
の
空
き
容

器
等
）を
次
に
よ
り
収
集
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
16
日
（
火
）

　

午
前
８
時
～
同
10
時
30
分

収
集
場
所

　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所
資
材

　

セ
ン
タ
ー

　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
出
水
製
茶

　

工
場
敷
地
内

こ
ん
包
の
方
法　

左
の
イ
ラ
ス
ト

　

を
参
考
に
、種
類
ご
と
の
決
ま
っ

　

た
方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
収
集

泥やゴミを
落とす

水を入れよく
振って洗浄する

透明なポリ袋
に入れる

ラベルをはがす

フィルム等 肥料袋 こん包は
適正に !!

こ ん 包 方 法 同じフィル
ムで縛る

たたんで
縛っておく

灌水チューブ・
ポリマルチ等

処
理
料
金

○
廃
ビ
ニ
ー
ル　

１
キ
ロ
当
た
り

　

10
円

○
廃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
イ
ル
ム

　

１
キ
ロ
当
た
り
15
円

問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業
振
興

　

係
（
☎
�
５
４
２
４
）

～
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
際
に

は
届
け
出
が
必
要
で
す
～

　

２
０
１
２
年
４
月
の
森
林
法
改

正
に
よ
り
、
森
林
の
土
地
所
有
者

と
な
っ
た
方
は
、
市
長
へ
の
事
後

届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
森
林
所
有
者
が
分
か

ら
な
い
と
、
行
政
が
所
有
者
に
対

し
て
助
言
等
が
で
き
な
い
こ
と
や

林
業
事
業
体
が
森
林
整
備
を
図
る

上
で
、
当
該
区
域
の
所
有
者
に
働

き
か
け
集
約
化
が
進
ま
な
い
と
い

う
弊
害
が
生
じ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

そ
こ
で
、
個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林

（
出
水
市
森
林
整
備
計
画
の
対
象

森
林
で
登
記
上
の
地
目
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
を
新
た
に
取
得
し
た
方

は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
森
林
所
有
者
と
な
っ
た

方
は
、
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら

90
日
以
内
に
、
届
け
出
を
し
て
く

　
～
市
内
で
事
業
を

　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
方
へ
～

　

償
却
資
産
と
は
、製
造
や
小
売
、

農
業
な
ど
の
事
業
を
、
個
人
ま
た

は
会
社
で
営
ん
で
い
る
方
が
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
所
有
さ
れ
て
い

る
土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
（
構
築
物
、機
械
お
よ
び
装
置
、

船
舶
、
車
両
お
よ
び
運
搬
具
、
工

具
、
器
具
お
よ
び
備
品
）
の
こ
と

を
い
い
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

状
況
を
１
月
末
ま
で
に
市
町
村
に

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
償
却
資
産
申
告
書
を
12
月
中
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
新
し
く
事
業
を
始

め
ら
れ
た
方
や
申
告
書
が
届
か
な
い

事
業
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

　

備
（
太
陽
光
発
電
設
備
）、
汚

　

水
ま
た
は
廃
液
の
処
理
施
設
、

　

除
害
施
設
、
ガ
ス
事
業
用
資
産

　

等
に
つ
い
て
は
、
課
税
標
準
の

　

特
例
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
対
象
資
産
に
つ

　

い
て
そ
の
旨
を
申
告
し
て
く
だ

　

さ
い
。

申
告
期
限

　

２
０
１
５
年
２
月
２
日
（
月
）

　
（
１
月
31
日
が
土
曜
日
の
た
め
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

償
却
資
産
の申告

に
つ
い
て

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市

　日　時　12 月 13 日（土）
　　　　　午前 11 時
　場　所　名護漁港

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は

基
本
的
に
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

登
記
簿
上
の
所
有
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

年
度
途
中
で
固
定
資
産
の
売

買
、
相
続
、
交
換
等
で
登
記
さ
れ

て
も
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
を
新
築
さ
れ
た
方

は
、
土
地
の
課
税
に
対
し
て
住
宅

特
例
と
い
う
固
定
資
産
税
の
軽
減

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
中
に
、
住
宅
や
倉
庫
等
の

家
屋
を
新
築
ま
た
は
解
体
さ
れ
た

方
で
、
届
け
出
や
家
屋
調
査
が
済

ん
で
い
な
い
方
は
市
役
所
税
務
課

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

森
林
取
得
の
際
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す
！

だ
さ
い
。（
様
式
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）

　

な
お
、
届
け
出
に
は
、
添
付
書

類
と
し
て
、登
記
事
項
証
明
書（
写

し
可
）、
土
地
売
買
契
約
書
等
の

権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る

書
類
の
写
し
お
よ
び
土
地
の
位
置

を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整
備
課 

　

林
務
水
産
係
（
☎
�
５
４
２
７
）

　

こ
れ
ま
で
、
理
事
長
宅
に
置
い

て
い
ま
し
た
、
野
田
土
地
改
良
区

の
事
務
所
に
つ
い
て
、
旧
野
田
町

農
協
農
機
具
セ
ン
タ
ー
跡
（
Ｊ
Ａ

野
田
給
油
所
隣
）
へ
移
転
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
の
野
田
土
地
改
良
区
内
の

連
絡
お
よ
び
施
設
維
持
管
理
等
へ

の
申
請
・
要
望
は
、
事
務
所
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
９

－

０
５
０
２
出
水
市

　

野
田
町
下
名
５
２
５
６
番
地
１

　
（
Ｊ
Ａ
野
田
給
油
所
東
隣
）

　
（
☎
�
４
２
８
５
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
（
祝
・
祭
日
除
く
）

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
。

野
田
土
地
改
良
区
の

事
務
所
移
転
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～
な
ぜ

　
片
付
け
ら
れ
な
い
の
～

　

自
分
の
も
の
を
ち
ゃ
ん

と
管
理
で
き
る
こ
と
は
、

自
立
へ
の
一
歩
で
す
。
み

な
さ
ん
の
家
庭
で
は
子
ど

も
の
モ
ノ
（
お
も
ち
ゃ
、

衣
類
、
学
習
用
具
等
）
が

散
乱
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

ど
う
し
て
片
付
け
ら
れ
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
モ
ノ
が
多
す
ぎ
ま

せ
ん
か
。
愛
着
も
わ
か
な

い
う
ち
に
放
置
さ
れ
た
ま

ま
の
モ
ノ
が
あ
る
場
合
は
、

子
ど
も
と
一
緒
に
仕
分
け

て
み
ま
し
ょ
う
。
頻
繁
に

使
っ
て
い
る
モ
ノ
か
、
と
き

ど
き
使
っ
て
い
る
モ
ノ
か
。

　

当
分
使
わ
な
い
モ
ノ
な

ら
、
一
時
的
に
見
え
な
い

場
所
に
保
管
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

次
に
、
置
き
場
所
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
れ

ぞ
れ
の
置
き
場
を
決
め
た
ら
、
毎

回
必
ず
仕
舞
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
幼

児
で
も
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
る

だ
け
な
ら
片
付
け
ら
れ
る
は
ず
で

す
。
根
気
よ
く
教
え
て
、
う
ま
く

で
き
た
ら
た
っ
ぷ
り
褒
め
ま
し
ょ

う
。
片
付
け
の
快
感
を
味
わ
わ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
育
て
広
場
㉗

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

　

そ
し
て
、
年
に
一
度
は
総
点
検

し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
総

点
検
に
は
、
思
考
・
判
断
・
決
断

力
が
必
要
で
す
。
処
分
し
て
も
い

い
モ
ノ
か
、
思
い
出
箱
に
保
管
し

て
お
き
た
い
モ
ノ
か
、
子
ど
も
に

も
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　

親
子
で
成
長
の
喜
び
を
語
り
合

い
な
が
ら
整
理
す
る
と
、
生
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
あ
ふ
れ
て
く
る
で

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

財
産
を
相
続
し
た
と
き
（
税
制
改

正
）

　

亡
く
な
ら
れ
た
方（
被
相
続
人
）

の
財
産
を
相
続
や
遺
贈
（
遺
言
に

よ
っ
て
財
産
を
譲
る
こ
と
）
に

よ
っ
て
取
得
し
た
場
合
、
相
続
や

遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
の

額
と
、
過
去
に
被
相
続
人
か
ら
相

続
時
精
算
課
税
の
適
用
を
受
け
て

贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
価

額
の
合
計
額
か
ら
債
務
や
葬
式
費

用
の
金
額
を
控
除
し
、
相
続
開
始

前
３
年
以
内
の
贈
与
財
産
の
価
額

を
加
算
し
た
「
正
味
の
遺
産
額
」

の
合
計
額
が
基
礎
控
除
額
を
超
え

る
場
合
、
そ
の
財
産
を
取
得
し
た

人
は
、
相
続
税
の
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
お
よ
び
納
期
限
は
、
被
相

財
産
を
相
続
し
た
と
き

続
人
が
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た

日
（
通
常
は
被
相
続
人
が
死
亡
し

た
日
）
の
翌
日
か
ら
10
カ
月
以
内

で
す
。

　

基
礎
控
除
額
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
５
年
１
月
１
日
以
降
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
か
ら
財
産
を
相
続

や
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
場
合

は
、
３
千
万
円
＋
（
６
０
０
万

円
×
法
定
相
続
人
の
数
）
に
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
。（
改
正
前
：

５
千
万
円
＋
（
１
千
万
円
×
法
定

相
続
人
の
数
））

※
詳
し
く
は
、
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

ミ
ツ
バ
チ
の
群
の
配
置
を
適
正

に
す
る
こ
と
で
、
ミ
ツ
バ
チ
に
よ

る
は
ち
み
つ
の
増
産
を
図
り
、
農

作
物
の
花
粉
交
配
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
２
年

６
月
に
養
ほ
う
振
興
法
が
改
正
さ

れ
、
２
０
１
３
年
１
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
ミ
ツ
バ
チ
を
飼

育
さ
れ
て
い
る
方
は
，
毎
年
１
月

末
ま
で
に
飼
育
届
け
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

※
本
年
既
に
提
出
さ
れ
た
方
で
、

外
ほか

　雅
ま さ や

也さん（36）
出水市の好きなところは？
　教育や療育に関する支援が
充実し、子育てしやすい環境が
好き。読書活動日本一のまちづ
くりを目指しているところ。
出水市に望むことは？
　数々の名ランナーを輩出
した出水市なので、後進の育
成の為にも、陸上競技場のタ
ータントラック整備の早期
実現をお願いします。

福
ふくはま

濵　琴
こ と み

美さん（21）
出水市の好きなところは？
　人が温かいところ。
　優しい人が多くて、住みや
すいところ。
出水市に望むことは？
　おもしろいイベントを増
やしてほしい！！

（若い人からお年寄りの方ま
　で楽しめるような・・・）

集まれ応援団！

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る

方
は
、
届
け
出
が
必
要
で

す
！

　

来
年
も
引
き
続
き
飼
育
さ
れ
る

　

方
は
、
改
め
て
、
提
出
が
必
要

　

で
す
。

○
主
な
改
正
内
容

・
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
全

　

て
の
方
が
対
象

※
花
粉
交
配
用
に
使
用
す
る
時
期

　

だ
け
飼
育
さ
れ
る
方
な
ど
は
除

　

き
ま
す

・
ミ
ツ
バ
チ
の
適
正
な
管
理
（
衛

　

生
的
な
飼
養
管
理
な
ど
）

・
蜜
源
植
物
の
保
護
お
よ
び
増
殖

・
ミ
ツ
バ
チ
群
配
置
の
適
正
な
確

　

保
（
ミ
ツ
バ
チ
群
配
置
の
調
整

　

や
迅
速
な
防
疫
な
ど
）

・
届
け
出
義
務
違
反
な
ど
に
対
す

　

る
罰
則
の
強
化

○
飼
育
届
け
の
提
出

提
出
期
限　
２
０
１
５
年
１
月
30

　

日
（
金
）

提
出
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　

〒
８
９
５

－

８
５
０
３

　

薩
摩
川
内
市
神
田
町
１

－

22

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
５

－

５
５

　

３
１
）

※
飼
育
届
け
の
用
紙
は
、
発
送
い

　

た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。

※
届
け
出
の
受
け
付
け
お
よ
び
様

　

式
の
配
布
は
市
農
政
課
で
も
行

　

っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
尾
野
支
所
農

　

政
課
農
政
畜
産
係

　
（
☎
�
５
４
２
５
）

広報いずみ2014（平成26年）12月17



働く婦人の家主催講座の参加者募集
開講場所 働く婦人の家（保健センター２階）
対 象 者 市内に居住または勤務している女性

申し込み方法 電話でお申し込みください。
申 込 先 働く婦人の家（☎ 63 － 2185）

「エアロビクスダンス」講座
ダンスをしながらエクササイズを行う有酸素運動です。

寒いこの時期楽しく体を動かしてリフレッシュしましょう。
開 講 日 １月９日～３月 13 日（毎週金・全 10 回）
開講時間 午後８時～同９時 30 分
定 員 20 人
講 師 奥薗　芳恵　氏
受 講 料 無　料

申込締め切り日 12 月 22 日（月）

　
「
根
こ
ぶ
病
」
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ハ
ク
サ
イ
、
タ

カ
ナ
、
コ
マ
ツ
ナ
等
の
ア
ブ
ラ
ナ

科
野
菜
の
作
物
に
感
染
し
、
根
に

「
こ
ぶ
」
が
で
き
る
病
気
で
、
感

染
す
る
と
栽
培
が
困
難
に
な
り
ま

す
。

　

菌
は
10
年
～
15
年
、
休
眠
胞
子

で
ほ
場
に
残
り
ま
す
。

　

発
生
原
因
は
不
明
で
す
が
、
菌

に
汚
染
さ
れ
た
土
や
水
で
広
が
り

ま
す
。

　

発
生
を
確
認
し
た
ら
、
土
が
他

へ
移
動
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

※
耕
作
地
等
で
異
常
を
確
認
し
た

　

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　

出
水
市
駐
在
（
☎
�
３
１
１
５
）

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み

　
（
☎
�
２
６
３
０
）

難
防
除
病
害

「
根
こ
ぶ
病
」
に
注
意
！

「リンパドレナージュ（冬コース）」講座
リンパ液の流れをスムーズにするマッサージ法を学んで

体の内側から健康でキレイな体を作りましょう。
開 講 日 １月 13 日～２月 10 日（毎週火・全５回）
開講時間 午前 10 時～正午
定 員 16 人
講 師 松本　順子　氏 （OHANA）
受 講 料 材料代　1,000 円

申込締め切り日 12 月 22 日（月）

「フットセラピー」講座
足のツボや筋肉を刺激する事で全身の血行を良くし

様々な症状を改善・予防しましょう。
開 講 日 １月 23 日～２月 20 日（毎週金・全５回）
開講時間 午後８時～同 10 時
定 員 16 人
講 師 有馬　和子　氏 
受 講 料 無　料

申込締め切り日 １月６日（火）

「
戦
争
体
験
と
戦
争
に
係
る
歴
史
資
料
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。」

　

戦
後
間
も
な
く
70
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
戦
争
体
験
者
が
少
な
く

な
り
、
貴
重
な
資
料
が
処
分
さ
れ
た
り
、
散
失
し
た
り
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
こ
の
貴
重
な
平
和
を
考
え
る
資
料
を
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
戦
争
体
験
者
と
戦
争
に
係
る
資
料
に
関
す
る
情
報
収
集
を

目
的
に
各
戸
に
調
査
票
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
住
ま
い
の
自
治
会
長
へ
12
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
調
査
票
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
生
涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

問い合わせ先
　本庁こども課子育て支援係（☎ 63 － 4047）

など
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出 水 市 男 女 共 同 参 画 推 進 事 業 ２ ０ １ ５  

私もあなたも大切な一人ひとり 
～ だ れ も が 出 番 と 居 場 所 が あ る 地 域 を め ざ し て ～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
※ 定 員 は い ず れ の 分 科 会 も ４ ０ 人 で す 。  

定 員 を 超 え た 場 合 は 、 先 着 順 と な り ま す 。  

                                         

                       
   
 

子 育 て や 介 護 に 関 し て 、ま た 、家 庭 、職 場 、地
域 な ど に お い て 不 安 や 悩 み 、疑 問 な ど を 感 じ て い
ま せ ん か 。  

男 女 共 同 参 画 社 会 で は「 多 様 性 と 共 生 に よ る 地
域 づ く り 」に 取 り 組 ん で い ま す 。人 は あ り の ま ま
で 認 め ら れ る と き 、そ れ ぞ れ が 持 っ て い る 個 性 と
能 力 を 発 揮 す る こ と が で き ま す 。  

だ れ も が 無 理 な く 安 全 安 心 に 暮 ら し 、出 番 と 居
場 所 が あ る 地 域 づ く り を 一 緒 に 考 え ま し ょ う 。  

 会場

2015 年２月１日（日） 
13:00～ 16:30 (12:30 受 付 開 始 )  

出水市中央公民館

13:00 分 科 会  

第➊分 科 会  髙 﨑  恵 さ ん (ワ ー ク シ ョ ッ プ ) 【 会 場 ： 小 ホ ー ル 】  

テ ー マ  感 じ て み よ う ！ み ん な ち が っ て 、 み ん な い い  

～ 子 ど も だ け じ ゃ な い 、 大 人 に も 大 切 な 自 己 肯 定 感 ～  
 
第➋分 科 会  取 違  孝 一 さ ん 【 会 場 ： 学 習 室 ③ ・ ④ 】  

テ ー マ  「 多 様 性 と 共 生 」 に よ る 地 域 を め ざ し て   

～ 誰 も が あ り の ま ま で 生 き ら れ る 、 安 心 し て 暮 ら せ る 居 場 所 ～  
 
第 ❸ 分 科 会  大 原  タ ツ 子 さ ん 【 会 場 ： 学 習 室 ① ・ ② 】  

テ ー マ  一 人 の 人 間 と し て 生 涯 を い き い き と 生 き る  

～ 農 村 女 性 と 共 に 歩 ん だ 活 動 を 通 し て 出 あ っ た 男 女 共 同 参 画 の 視 点 ～

14:45 全 体 会 「 分 科 会 報 告 ＆ 座 談 会 」 【 会 場 ： 小 ホ ー ル 】  

    テ ー マ  私 も あ な た も 大 切 な 一 人 ひ と り  
～ だ れ も が 出 番 と 居 場 所 が あ る 地 域 を め ざ し て ～  

    コ ー デ イ ネ ー タ ー ： た も つ  ゆ か り さ ん  
登 壇 者 ： 髙 﨑  恵 さ ん ・ 取 違  孝 一 さ ん ・ 大 原  タ ツ 子 さ ん ・ 上 垣  路 得 さ ん  

16:30 閉 会  

申 込 方 法  
企 画 課 に １ 月 16 日（ 金 ）ま で に 電 話 で お 申 し 込

み く だ さ い 。  

本 庁 企 画 課  企 画 ・ 男 女 共 同 参 画 係  

T E L： 63-4033 

F A X： 63-4030 

E-mail： kikaku_c@city . izumi .kagoshima. jp

申 込 ・ 問 い 合 わ せ 先  

無 料 託 児 あ り  
（ 事 前 申 込 み が 必 要 で す 。）  

参加
無料

「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の

“振り込め詐欺 ”や “ 個人情報の詐取 ”にご注意ください。

臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金の申請はもうお済みですか。
給付金の申請は、12月 26日（金）までとなっていますので、まだ申請がお済みでない方は、お早めに申請
くださるようお願いします。なお、給付金の申請手続き等不明な点については、お問い合わせください。
【問い合わせ先】　臨 時 福 祉 給 付 金　　本庁福祉課市民福祉政策係（☎ 63 － 4085）
　　　　　　　　子育て世帯臨時特例給付金　　本庁こども課子育て支援係（☎ 63 － 4047）

「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」の申請期限
が迫っています。申請受付は、12 月 26 日に終了します。
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99

宝
く
じ
助
成
金
で

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　
（
自
治
会
）
備
品
を
整
備

　

六
月
田
下
自
治
会
お
よ
び
西
大

野
原
自
治
会
で
は
、
一
般
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
等
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
様
々
な
活

動
に
対
し
て
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
思
春
期
の
子
ど
も
へ
の

向
き
合
い
か
た

　

子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
現
状
は
、

い
じ
め
や
性
感
染
症
、
薬
物
、
ネ

ッ
ト
に
関
連
す
る
問
題
な
ど
様
々

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
根
底
に
あ

る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
低
下
に
よ
る
関
係
性
や
自

己
肯
定
感
、
居
場
所
の
喪
失
が
大

き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
を
通
じ
て

の
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
主
に
な
り
相

手
の
都
合
を
考
え
た
り
表
情
を
見

な
が
ら
、自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
、

人
の
気
持
ち
を
聴
い
た
り
す
る
こ

と
が
苦
手
な
子
供
た
ち
が
増
え
て

い
ま
す
。

☆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
る
た
め
に
家
庭
・
地
域
で
で

き
る
こ
と

◎
あ
い
さ
つ
を
大
切
に

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

は
、
あ
い
さ
つ
で
す
。「
お
は
よ
う
」

や
「
た
だ
い
ま
」
の
あ
い
さ
つ
か
ら

子
ど
も
の
様
子
を
感
じ
る
こ
と
で
、

会
話
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
の

中
で
も
、
色
々
な
年
代
の
人
と
関
わ

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

◎
「
聴
い
て
も
ら
う
喜
び
」「
聴

く
喜
び
」
を

　

自
分
の
話
し
を
心
を
こ
め
て
聴

い
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
で
聴

い
て
も
ら
う
喜
び
を
感
じ
、
他
人

の
話
も
し
っ
か
り
聴
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
少

し
の
時
間
で
も
子
ど
も
の
話
を
し

っ
か
り
聴
け
る
環
境
を
作
っ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

◎
自
己
肯
定
感
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を

　

周
囲
の
大
人
が
子
ど
も
に
関
心

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
、
そ
し
て
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
い
い
の
で
、
１
日
の
う

ち
１
回
は
褒
め
た
り
認
め
た
り
感

謝
す
る
言
葉
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

◎
読
み
聞
か
せ
の
時
間
を
大
切
に

　

耳
か
ら
入
る
情
報
は
、
想
像
力

を
育
み
ま
す
。
寝
る
前
の
少
し
の

時
間
、
子
ど
も
が
読
ん
で
ほ
し
い

本
、
大
人
が
聞
か
せ
て
あ
げ
た
い

本
を
読
ん
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
食
卓
を
囲
む
習
慣
を

　

家
族
そ
ろ
っ
て
の
食
事
は
、
生

活
の
時
間
が
バ
ラ
バ
ラ
で
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
１
日
１
食

ま
た
は
、
週
に
何
回
か
だ
け
で
も

時
間
を
合
わ
せ
て
食
卓
を
囲
む
時

間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
食
事
を
通

し
て
子
ど
も
と
親
が
感
動
を
共
有

す
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

い
ろ
ん
な
人
が
語
り
、
い
ろ
ん

な
人
に
つ
な
が
る
大
切
さ
を
家
庭

で
地
域
で
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

法務局からのお知らせ

　鹿児島地方法務局川内支局での国籍事務
（帰化、国籍取得、国籍離脱など）について
は、2015 年 1 月１日から鹿児島地方法務局
戸籍課（鹿児島市鴨池新町）で取り扱うこ
ととなりました。詳しくは下記へお問い合
わせください。
問い合わせ先　鹿児島地方法務局戸籍課
　　　　　　　（☎ 099 － 259 － 0668）

【西大野原自治会】

【六月田下自治会】

テント カラオケ設備等

液晶プロジェクター等座卓・座椅子等
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借
り
た
も
の
を
返
す
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
、
借
金
の
返

済
に
充
て
る
た
め
に
、
他
か
ら
借

金
を
重
ね
る
と
借
金
が
雪
だ
る
ま

式
に
増
え
、
多
重
債
務
に
陥
り
個

人
で
の
解
決
は
極
め
て
困
難
に
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
多
額
の
借

金
で
も
必
ず
解
決
す
る
方
法
は
あ

り
ま
す
。

　

多
重
債
務
の
解
決
に
は
、
次
の

四
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

【
任
意
整
理
】

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
に
依
頼
し

て
、
当
事
者
間
で
の
話
し
合
い
に

よ
り
和
解
を
目
指
す
方
法
で
す
。

利
息
の
再
計
算
を
行
い
、
借
金
の

残
額
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
を
交
渉

し
ま
す
。
和
解
が
成
立
し
た
ら
計

画
に
基
づ
き
借
金
を
返
済
し
て
い

き
ま
す
。

【
特
定
調
停
】

　

簡
易
裁
判
所
に
申
し
立
て
て
、

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
間
に
入
り
、

和
解
の
成
立
を
目
指
す
方
法
で
す
。

利
息
の
再
計
算
を
行
い
、
支
払
い

可
能
な
返
済
方
法
に
つ
い
て
債
権

者
と
協
議
し
ま
す
。

【
個
人
再
生
】

　

地
方
裁
判
所
に
申
し
立
て
て
、

裁
判
所
に
認
可
さ
れ
た
返
済
計
画

に
従
い
返
済
す
る
方
法
で
す
。
全

債
権
者
に
対
す
る
借
金
の
一
部
を

三
年
間
程
度
で
払
う
こ
と
を
条
件

と
し
、
返
済
が
完
了
す
れ
ば
残
り

の
借
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
自
己
破
産
】

　

地
方
裁
判
所
に
申
し
立
て
、
裁

判
所
の
決
定
に
よ
り
財
産
を
債
権

者
に
分
配
し
た
う
え
で
、
残
っ
た

借
金
を
免
除
し
て
も
ら
う
方
法
で

す
。

　

借
金
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
出
水
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
６
２
０
３
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

方
に
対
し
て
の
電
話
や
文
書
、
戸

別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や

保
険
料
の
収
納
業
務
を
民
間
事
業

者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

委
託
さ
れ
て
い
る
民
間
事
業
者

は
都
道
府
県
ご
と
に
異
な
っ
て
お

り
、
鹿
児
島
県
は
『
キ
ャ
リ
ア
リ

ン
ク　

株
式
会
社
』
が
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

委
託
業
者
か
ら
保
険
料
の
納
付

や
免
除
・
猶
予
の
案
内
が
あ
り
、

手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
市
役
所

本
庁
・
各
支
所
の
年
金
担
当
窓
口

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
委
託
業
者
に
関
す
る
注
意
事
項

・
委
託
業
者
の
担
当
者
が
戸
別
訪

問
で
納
付
の
ご
案
内
を
す
る
際

は
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行
し

た
顔
写
真
入
り
の
証
明
書
を
提

示
し
ま
す
。

・
戸
別
訪
問
の
際
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
書
を
お
持
ち
で

な
い
方
か
ら
、
保
険
料
を
預
か

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
委
託
業
者
が
金
融
機
関
の
口
座

を
指
定
し
て
保
険
料
の
振
込
を

指
示
し
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
不
審
に
思
わ
れ
た
場

合
は
そ
の
場
で
対
応
せ
ず
市
役

所
や
川
内
年
金
事
務
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

年
金
を
受
給
す
る
権
利
は
、
権

利
が
発
生
し
て
か
ら
一
定
期
間
を

経
過
し
た
と
き
に
時
効
に
よ
り
消

滅
し
ま
す
。（
年
金
記
録
訂
正
の

場
合
は
時
効
と
な
り
ま
せ
ん
。）

　

本
来
、
年
金
を
受
給
で
き
る
方

が
、
自
分
は
年
金
が
受
給
で
き
な

い
と
思
い
、
請
求
手
続
き
を
し
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
等
が
該
当
し
ま
す
。

時
効
が
成
立
し
た
期
間
に
関
し
て

は
、
請
求
手
続
き
を
し
て
も
年
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

年
金
の
種
類
と
時
効
の
期
間
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

老
齢
年
金　

…
５
年

　

障
害
年
金　

…
５
年

　

遺
族
年
金　

…
５
年

　

未
支
給
年
金
…
５
年

　

死
亡
一
時
金
…
２
年

　

60
歳
代
前
半
で
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
働
い
て
い
る
方
や
亡
く
な

ら
れ
た
年
金
受
給
者
の
ご
遺
族
の

方
な
ど
の
請
求
漏
れ
が
多
い
の
で
、

ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
と
い
う

方
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
１
１
１
）

▽
川
内
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
２
７
６
）

民
間
委
託
業
者
に
つ
い
て

年
金
の
時
効
に
つ
い
て

開 催 日　１月 15 日（木）
開催場所　本庁　３階大会議室
開催時間
　午前９時 30 分～正午
　午後１時～同３時 30 分
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　12 月 22 日（月）～１月８日（木）
　（年末年始、土・日、祝日を除く
　　　　　午前 8 時 30 分～午後５時）
予約申込先
　本庁　市民生活課住民年金係
　電話 63 － 2111（内線 147、148）
※ 12 月 18 日開催の年金相談について

は広報いずみ 11 月号をご覧ください。

１月　出水地区年金相談
（完全予約制）

借
金
の
返
済
に
困
っ
た
ら
！

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分〜午後５時（正午〜午後１時を除く）
　本庁市民生活課内　（☎63−6203　直通）
○水曜日　午前９時30分〜正午
　本庁および野田支所市民福祉課内
　（☎63−2111　内線741）
○水曜日　午後１時〜同４時
　本庁および高尾野支所市民福祉課内
　（☎63−2111　内線453）
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第８回「読書活動日本一のまちづくり推進大会」を開催します！ 
「読書活動日本一のまちづくり推進大会」も本年度で８回目になります。これまで様々なテーマで

開催してきました。市では、「出水市読書活動推進計画（二次）」を 2012 年に策定し、現在は

二次計画の３年目になります。「出水市読書活動推進計画」は５年ごとに見直しをし、策定して

いますが、この二次計画は「家読 20 分間運動」を柱に活動をしています。 

そこで、今年度の推進大会は、家読（うちどく）の推進を広げるために、「読書は楽しいな」

「家族で読み聞かせをするのはすてきだな」と思っていただけるように、「本」と「人」をつな

ぐいろいろな手法をお伝えしたいと計画しています。きっと、楽しい時間を過ごしていただけ

ると思います。お気軽にお出かけください。 

 

日 時 2015 年２月７日（土）   午後 1 時 20 分から同 4 時まで 

場 所  市音楽ホール  

内 容  

◎ オープニング（読書の歌） 

◎ 開会行事 

◎ 優良読書グループ・団体等の表彰 

◎ 事例発表、紙芝居、講演会など 

◎ 閉会行事 

◎ ロビー展示 

・読書標語・短作文優秀作品 

・読書活動紹介パネル 

◎ 移動図書館車による貸出（大会終了後） 

※ 託児サービス（未就学児）があります。   

大人と子ども 家族で読書を楽しむために・・・ 

✿ ～学校図書館の取組から～ 

今回は、「選書会」を行った学校についてお知らせします。 

「選書会」というのは、子どもたち自身が学校図書館に置い

てほしい本を選ぶ活動です。野田小学校で 10 月３日（金）

に行われた選書会の様子をお伝えします。 

 体育館に本がずらり並び、校長先生の「とびきりの１冊を

選んでください。」というあいさつの後、児童たちが１冊ずつ、

好きな本を選びはじめました。好きな本をすぐに選んでお互

いに取替えっこして見せ合う子もいれば、迷ってなかなか決

まらない子もいたり。そして、選んだ本は、図書館でその本

を選んだ人が最初に借りることができるという約束になっているようで、図書館の先生に「いつか

ら借りられますか？」と聞いている光景も見られました。学校図書館がより身近に感じられた企画

でした。 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「旅の終わりは妖怪ワールド｣ 三田村　信行　作
●「テーマパークの黒髪人形」 斉藤　洋　作
●「いっしょにあそばへん？」 岡田　よしたか　作・絵
●「ちいさなねずみのクリスマス」 アン・モーティマー　作・絵
●「ゆきがくれたおくりもの」 リチャード・カーティス　文
●「ゆうぐれ」 ユリ・シュルヴィッツ　作
●「こわくない」 谷川　俊太郎　作
●「ぼくはきみできみはぼく」 ルース・クラウス　文
●「ムーミンやしきはひみつのにおい」トーベ・ヤンソン　文
●「キュッパのおんがくかい」 オーシル・カンスタ・ヨンセン　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「この思いを聞いてほしい！」 池田　香代子　編著
●「政治のキホン１００」 吉田　文和　著
●「おしゃれ教室」 アン・ファイン　作

・・・・・等
≪一般≫

●「殺意の産声」 鏑木　蓮　著
●「遙かな道」 津村　節子　著
●「自覚｣ 今野　敏　著
●「池田屋乱刃」 伊東　潤　著
●「家族シアター」 辻村　深月　著
●「テミスの剣」 中山　七里　著
●「分水嶺｣ 笹本　稜平　著
●「鳥たち」 よしもと　ばなな　著
●「べんけい飛脚」 山本　一力　著
●「スケープゴート」 幸田　真音　著
●「しだれ桜恋心中」 松浦　千恵美　著
●「物語のおわり」 湊　かなえ　著
●「夜また夜の深い夜｣ 桐野　夏生　著
●「３時のアッコちゃん」 柚木　麻子　著
●「神坐す山の物語」 浅田　次郎　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 12月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時〜午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時〜午後６時

15日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

　午前９時〜午後６時 19日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

12 月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

12 月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00〜10：20

２日
16日

平和団地集会室 10：30〜10：50
鹿島住宅広場 14：20〜14：40
茶円堀団地広場 14：50〜15：10
鹿島自治公民館 15：20〜15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10〜10：30
３日
17日

尾野島浜自治公民館 10：45〜11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10〜14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45〜15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50

４日
18日

上場集落 13：45〜14：05
宮之元集落 14：25〜14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55〜15：15
不動野集落 15：25〜15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
11日
25日

受口自治公民館 10：40〜11：00
屋地自治公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

12日
26日

元町自治公民館 10：15〜10：35
今釜西自治公民館 10：50〜11：10
鶴水園 14：10〜14：40
加紫久利住宅広場 14：55〜15：15
米ノ津駅前広場 15：25〜15：45

12 月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

３、10、17、24日
午後４時〜

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

１、８、15、22日
午後４時〜

親子読書教室 
「すくすく」

９日（火）
午前10時30分〜

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

４、11、18、25日
午後４時〜

だっこでギュッ ４日（木）
午前10時30分〜

夜のおなはし会 23日（火）午後７時〜

12月29日～
１月４日

12月29日～
１月４日

赤ちゃんから大人の方まで　
お話の世界でたのしいひとときを・・・

　　中央図書館　：毎週水曜日午後４時から
　　高尾野図書館：毎週月曜日午後４時から
　　野田図書館　：毎週木曜日午後４時から

親子で一緒にどうぞ！
　・高尾野図書館親子読書教室「すくすく」
　　毎月第２・４火曜日　午前１０時３０分から
　　場所：高尾野図書館２階

赤ちゃんあなたが主役です
　・だっこでギュッ
　　毎月第１木曜日午前１０時３０分から
　　場所：野田図書館
　　内容：絵本の読み聞かせや、エプロンシアター、
　　　　　指遊びなど

皆さまのご来館をお待ちしております。

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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発生件数 死　者 負傷者

201４年
1 0 月 中

22 件
（－２）

０人
（－１）

23 人
（－６）

2 0 1 4年
累 計

174 件
（－ 66）

１人
（－４）

219 人
（− 80）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会 63 − 1500問い合わせ先
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　本年度の自治会ソフトボールの頂点を決める第９
回自治会対抗ソフトボール決勝大会が10月14日から
４日間にわたり開催されました。
　各地区の予選会を勝ち抜いた16チームが出場する
だけに、毎試合手に汗握る熱戦が繰り広げられ、決
勝戦は３本の本塁打を放った下中自治会（西出水地
区）が屋地・旭自治会（野田地区）に勝利し、５年ぶ
り２回目の優勝に輝きました。

下
中
自
治
会
が
優
勝

自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト

　毎年恒例となっている出水商業デパートが10月26
日に開催され、多くの市民で賑

に ぎ

わいました。
　今までに学んできた知識を基に、生徒自らが仕入
れから販売、会計までのすべてを行うことで責任感
等を養うことを目的としており、今年で18回目。
　生徒が商品開発を行ったオリジナル商品や地元農
産物などの商品が市価より安く売られ、終日多くの
買い物客で賑わっていました。

　しばらく閉店していた高尾野特産品等販売所ふれ
あい館が「新鮮市場たこの」として、11月１日、リ
ニューアルオープンしました。
　当日は、朝８時のオープンと同時に地元の新鮮な
野菜や果物、特産品等を目当てに大勢の市民が訪れ
ていました。
　販売所は、正月の１日～２日を除いて無休で営業
され、営業時間は午前８時～午後６時です。

新
鮮
な
農
産
物
が
ず
ら
り

新
鮮
市
場
た
こ
の
オ
ー
プ
ン

　10月15日、高尾野小学校で老朽化した校舎の一部
建て替えに伴う新校舎の落成式が行われ、ＰＴＡや
近隣自治会長等が出席し、新しい学び舎の門出を祝
いました。新校舎は、木をふんだんに使い、木のぬ
くもりを感じられる校舎となっています。
　式典では、児童を代表して６年生の平井大

た い せ い

誠君が
「新しい思い出をたくさん作りたい。」とお礼の言葉
を述べていました。

新
し
い
校
舎
の
門
出
を
祝
う

高
尾
野
小
学
校
新
校
舎
完
成

　11月２日、福島県福島市立三河台小学校から８人
の小学生が本市を訪れ、米ノ津東小学校の子どもた
ちと楽しく交流しました。
　子どもたちは、本市のふるさと大使・花柳糸之さ
んが育てている農園で一緒に芋掘りを行い、なかな
か掘り出せない芋に悪戦苦闘しながらも、一生懸命
土をかき分けて掘り出していました。

出
水
の
自
然
を
満
喫

福
島
か
ら
小
学
生
来
訪

鶴
恋
祭
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
水
商
工
会
議
所
青
年
部

　11月２日、芝生広場周辺で「鶴恋祭ふれあいフリー
マーケット」が開催されました。
　出水商工会議所青年部が主催し、今回で８回目。
　会場には、フリーマーケットブースのほか、飲食
店や企業の店舗なども出店され、衣類や食器などの
日用品等が並べられ、多くの市民が商品を買い求め
る姿が見られました。

多
く
の
市
民
で
賑
わ
う

出
水
商
業
デ
パ
ー
ト
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　10月19日、陸上競技場を発着点とする第27回出水
ツルマラソン大会が開催され、マラソン、10㌔、３
㌔の各種目に全国各地から過去最高となる3155人の
ランナーからエントリーがありました。
　当日は、晴天に恵まれ、日中は非常に暑くなる厳
しいコンディションでしたが、沿道の声援やボラン
ティアの皆さんの心温まるもてなしを受けて、選手
は、思い思いのペースで健脚を競っていました。

出
水
平
野
を
駆
け
抜
け
る

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　来年の10月31日から11月15日までの16日間、鹿
児島県内で行われる「第30回国民文化祭・かごしま
2015」に向けたカウントダウンボードが11月２日、
出水地域文化祭で披露されました。
　本市では、和太鼓、俳句、日本舞踊の３事業が開
催され、期間中は全国各地から大勢の観客が訪れま
すので、皆さまのご協力をお願いいたします。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
開
始

国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
２
０
１
５

　国内外から好評の出水農家民泊に、11月３日～４
日にかけて台湾の生徒たち（35人）が、また、11月５
日～６日には香港の生徒たち（46人）が本市を訪れま
した。
　生徒たちは、出水商業高校の生徒たちと交流を深
めたり、出水麓武家屋敷群にて着物の着付け体験を
楽しんだりと様々な体験を楽しみました。

海
外
か
ら
２
校
の
受
け
入
れ

農
家
民
泊

　11月３日、県内では本市が初となる「ＪＦＡここ
ろのプロジェクト『夢の教室』」実施に際して、日本
サッカー協会との協定締結式がありました。
　これは国内の一流アスリートが先生となり、自分
の体験を通じて、子どもたちに夢を持つことや夢に
向かって努力することの大切さ等を伝える事業で、
第１回目はアテネオリンピック水泳金メダリストの
柴田亜衣さんが先生となり、４日に出水小学校で楽
しいゲームと夢トークなどの授業が行われました。

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
ア
シ
ス
ト

「
夢
の
教
室
」

　11月３日、国の重要伝統的建造物群保存地区であ
る麓町で、第14回出水麓まつりが開催され、多くの
市民が見物に訪れていました。
　鎧

よろいかぶと

兜を身にまとった侍大将や、あでやかな衣装の
姫君、なぎなたを持った女武者などが隊列を組んで、
歴史ある町並みを背景に勇壮に練り歩く姿を、多く
の見物客が写真におさめていました。

　11月３日、野田グラウンドに往年の名車・バイク
がずらりと並ぶ「第27回西日本オールドカーフェス
ティバル」が開催され、大勢の見物客が訪れました。
　会場には、県内外から約250台の参加があり、ト
ヨタ1600ＧＴやマツダコスモスポーツ、カワサキＺ
１など多くの名車が並べられ、細部まで見ようと覗

の ぞ

き込む市民の姿が見られました。

往
年
の
名
車
・
バ
イ
ク
が
ず
ら
り

オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

勇
壮
な
武
者
行
列

第
14
回
出
水
麓
ま
つ
り
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　市内の郵便局では、本市の特
産品の一つである「出水みかん」
を広くＰＲするため、独自に作
成したオリジナルのぼりが昨年
に引き続き各店舗等に設置され
ました。
　局員は「出水みかん」と書かれ
た法被を着用して、観光客や地
元の方々へ積極的にＰＲしてい
ます。

出
水
み
か
ん
を
Ｐ
Ｒ

市
内
郵
便
局

　

11
月
１
日
、
本
格
的
な
ツ
ル
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
に
合

わ
せ
、
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
所
式
に
先
立
ち
、
越
冬
中
に
不
慮
の
事
故
等
で
亡
く

な
っ
た
ツ
ル
の
供
養
が
行
わ
れ
、
関
係
者
一
同
で
ツ
ル
の
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
荘
中
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の

中
村
あ
か
り
さ
ん
の
羽
数
調
査
に
か
け
る
思
い
や
ツ
ル
親
善

大
使
の
交
代
式
、鹿
島
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
、

狩
集
浩
志
さ
ん
に
よ
る
ご
当
地
ソ
ン
グ
披
露
、
紅
白
の
餅
投

げ
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
で
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
、
来
年
３
月
22
日
ま
で
年
中
無
休
で
開
館
し
ま
す
。

　

ツ
ル
の
越
冬
地
と
な
る
荒
崎
・
東
干
拓
の
休
遊
地
の
借
り

上
げ
に
つ
い
て
は
、
９
月
17
日
に
出
水
干
拓
東
土
地
改
良
区

と
、
10
月
15
日
に
荒
崎
休
遊
地
地
権
者
会
と
そ
れ
ぞ
れ
確
約

書
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
８
日
早
朝
、
荘
中
学
校
と
高
尾
野
中
学
校
の
生
徒

た
ち
が
今
季
初
の
羽
数
調
査
を
実
施
し
、
18
季
連
続
と
な

る
万
羽
鶴
を
計
測
。
ま
た
、
翌
週
15
日
に
は
第
２
回
目

の
羽
数
調
査
を
実
施
し
、
計
測
史
上
最
高
羽
数
と
な
る
、

１
万
４
３
７
８
羽
を
記
録
し
ま
し
た
。

本
格
的
な
ツ
ル
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
開
所
式

　

11
月
８
日
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
商
店
街
で
、
第
２
回

本
町
通
り
土
曜
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
商
店
街（
前
田
健
二
理
事
長
）と
栄
町
商
店
街（
杉
本

尚
喜
理
事
長
）が
主
催
し
、
今
回
で
２
回
目
。

　

会
場
と
な
っ
た
本
町
通
り
商
店
街
に
は
、
地
元
の
特
産
品

や
阿
久
根
・
長
島
の
海
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
軽
ト
ラ
約
30

台
の
出
店
や
、
市
内
の
幼
稚
園
児
や
保
育
園
児
が
描
い
た「
ぬ

り
絵
展
示
」、
特
設
ス
テ
ー
ジ
前
で
は
餅
投
げ
や
吹
奏
楽
、
ダ

ン
ス
な
ど
の
催
し
も
あ
り
、
大
勢
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
各
商
店
街
グ
ル
メ
の
№
１
を
決
め
る「
Ｓ
ｈ
o

ｗ
‐
１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
」出

水
大
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

前
回
同
様
、
来
場
者
が
参
加
し

て
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
曲
に
合
わ
せ
て

踊
る「
心
の
プ
ラ
カ
ー
ド
本
町
ver
」

の
撮
影
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

映
像
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

土
曜
祭
り
・
軽
ト
ラ
市
開
催

中
央
商
店
街・栄
町
商
店
街

　11月１日と２日、高尾野多目的運
動場、陸上競技場、米ノ津運動公園
で第15回出水クレインカップ少年
サッカー大会が開催され、県内から
32チームが参加しました。
　時折、小雨が降るあいにくの天気
でしたが、子どもたちが元気一杯に
ボールを追いかけていました。

　高齢者を介護している同じ境
遇の方々が体験談を語り合い、
今後の介護に役立てることを目
的とした家族介護者交流会が10
月22日と24日の２日間、地域交
流スペース（メープルハウス内）
で行われました。会の中では、
消費生活相談員による講話もあ
りました。

元
気
一
杯
に
駆
け
回
る

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

介
護
体
験
を
語
り
合
う

家
族
介
護
者
交
流
会
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有料広告の
ページ

有料広告の
ページ

有料広告の
ページ

有料広告の
ページ

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策調整室秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

ほっ
保険のセレクトショップ 出水店 0996-62-0111

保険の
セレクトショップ

鹿児島県出水市昭和町13-1-1F（出水市役所ななめ前）

ファイナンシャルプランナー(FP)による保険診断・見直し等の無料相談

募集代理店  ユニバーサルライフ㈱

https://www.facebook.com/hoken.select

 木野興産　クリクラ　やはず
0120-081-132

よね だ けい ご

弁護士 米　田　圭　吾（鹿児島県弁護士会所属）

住所：出水市昭和町３－２４
電話：０９９６－７９－３５３５
相談時間　平日（月曜日～金曜日）
午前９時３０分～午後５時まで

法律的なアドバイスが必要なこんな時…
・相続や遺言について聞きたい
・離婚をしたい
・借金のことで相談したい
・経営が苦しい
・会社・個人事業の顧問になってほしい
・会社と従業員の問題で相談したい
　その他、幅広い分野を取り扱っています。
　皆様がお困りのことについてお気軽に
　ご相談ください。

初回の相談料は
１時間まで無料です出水法律事務所

※営業時間にご都合がつかない場合はご相談ください。

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2015年４月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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　（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

丸

尾

和か

ず

み海
（
賢
一
・
茜
）

上

村

篤あ

つ

と人
（
光
・
由
貴
子
）

杉
　
元
　
志し
ゆ
う
き

結
騎
（
壮
久
・
美
穂
）

山

田
　
　

葵
あ
お
い

（
大
輔
・
あ
い
こ
）

藤

井

陽は

る

き希
（
欣
郎
・
沙
八
香
）

濱

﨑
　
　

凛り
ん

（
崇
一
郎
・
梨
沙
）

中

浦

菜な

ほ帆
（
昇
也
・
菜
月
）

牟

礼

優ゆ

の

ん音
（
力
・
杏
奈
）

先

﨑
　
　

光
ひ
か
る

（
勇

一
）

先

﨑
　
　

尊
た
け
る

（
勇

一
）

田

渕

和か

ず

と虎
（
虎
佑
希
・
佳
美
）

清

原

龍り
よ
う
ま馬
（
浩

平
）

中

村

咲さ

く

た太
（
優
介
・
香
織
）

下

田

奏か

な

と斗
（
静
吾
・
木
乃
美
）

福

原

孝こ

う

た太
（
祐
太
・
貴
子
）

池
　
田
　
莉り

り

か
々
華
（
大
志
・
若
菜
）

新

穗

太た

も

ん門
（
正
広
・
ア
カ
ニ
）

江

﨑
　
　

幸ゆ
き

（
春
樹
・
智
美
）

小
　
嶋
　
真し
ん
た
ろ
う

太
朗
（
将
文
・
み
ず
え
）

寶

來
　
　

源
は
じ
め

（
賢
一
朗
・
ま
ど
か
）

西

里
　
　

明め
い

（
裕
介
・
尚
優
）

中
出
口
　
夢ゆ

め

は羽
（
聡
・
な
る
み
）

濱
　
田
　
虎こ
た
ろ
う

太
朗
（
光
生
・
満
菜
美
）

柏

木

栞し

え

る愛
（
伸
也
・
愛
）

本

蔵
　
　

杏あ
ん

（
隆
文
・
郁
美
）

田

山

凜り

く空
（
慶
・
良
子
）

本
　
井
　
穂ほ

の

か
乃
花
（
綾
治
・
千
恵
）

山

下

大ひ
ろ
た
か貴
（
英
成
・
郁
美
）

渕
　
﨑
　
陽ひ

な

た
菜
詩
（
翼
・
育
美
）

富

田

結ゆ
う
せ
い清
（
清

人
）

中

村

暁あ

き

と音
（
弥
晴
・
久
美
）

濵
　
　
　
恵え

れ

な
玲
奈
（
健

二
）

今

川

風ふ

う

か花
（
武
・
友
子
）

中

村

大や

ま

と和
（
真
人
・
華
奈
）

森
　
　

康こ

う

き喜
（
真
一
郎
・
奈
保
子
）

高

畠

拓た

く

み海
（
剛
・
麻
衣
）

ケ
ラ
ー 
彩あ
り
あ
な
阿
南 

オ
ー
ロ
ラ

（
モ
ー
ガ
ン
ジ
ェ
シ
ー

・
麻
紀
子
）

東

畑

幸ゆ

き

は葉
（
真
司
・
里
菜
）

野

﨑

蒼そ
う
す
け涼
（

亮

）

林
　
　

直な

お央
（
英
作
・
香
澄
）

筒
　
　
　
明あ
き
と
し

斗
志
（
孝

浩
）

（
10
月
２
日
～
10
月
31
日
届
け
出
分
）

　（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

橋
　
口
　
ミ
ツ
ヱ
84
中

郡

草
　
野
　
實
　
子
75
名
古
中

萩
　
原
　
サ
ダ
エ
88
白
木
川
内

橋
　
口
　
セ
ツ
子
90
町（
高
尾
野
）

田
　
畑
　
秀
　
幸
57
柴
引
団
地

郡
　
山
　
靖
　
子
70
諏
訪
馬
場

岩
　
下
　
正
　
廣
82
安

原

辻
　
口
　
ヨ
シ
エ
87
上

場

上

野

二

男
85
唐
笠
木

久
留
木
　
ヤ
ス
子
81
田

原

小
　
園
　
君
　
子
84
愛
宕
下

溝
　
下
　
サ
ツ
ノ
77
名
古
西

島
　
本
　
サ
ナ
エ
93
平

坊

安
　
田
　
義
　
治
88
上

町

田
　
畑
　
松
　
實
78
政

所

浦
　
本
　
藤
　
義
93
掛

腰

山
　
下
　
ミ
ヨ
子
82
千
間
山

宇
　
都
　
ハ
ス
ヱ
84
田

原

橋
　
口
　
美
智
子
75
八
幡（
出
水
）

東
　
　
　
　
　
茂
88
早

馬

植
　
木
　
清
　
保
85
山

崎

猿
　
渡
　
剛
　
男
78
本
町（
野
田
）

大
　
金
　
ス
ミ
ヱ
88
政

所

末
　
吉
　
政
　
雄
97
東
水
流

知
　
識
　
正
　
作
83
沖

田

揚
　
松
　
ケ
イ
子
83
天
神（
出
水
）

松
　
下
　
辰
　
美
86
下

山

西
　
濱
　
キ
　
ヨ
86
山

崎

澤
　
村
　
壽
　
人
84
加
治
屋
町

田
　
中
　
米
　
雄
66
帆
木
ノ
上

坂
　
下
　
律
　
子
100
平
松
上

鈴
　
木
　
サ
ナ
ヱ
92
西
福
ノ
江

柏
　
木
　
美
　
幸
74
中

里

小
　
石
　
正
　
義
79
下

中

永
　
山
　
勝
　
利
72
野
添（
出
水
）

白
　
井
　
貞
　
雄
85
平
松
上

大
久
保
　
　
　
等
84
福
ノ
江
港

福
　
永
　
セ
ツ
子
80
中

郡

田
　
中
　
ト
シ
子
91
野

平

細
山
田
　
三
　
樹
89
表

上

内
　
園
　
朝
　
子
56
下
高
尾
野
下

湯
　
田
　
一
　
男
93
上
り
立

竹
　
田
　
己
佐
士
74
鹿
島
住
宅

渡
　
貫
　
ツ
ギ
ノ
85
野

口

阿
　
田
　
チ
　
ヱ
91
上
竪
馬
場

上
　
園
　
泰
　
人
67
上
餅
井

桐
　
野
　
貞
　
義
88
沖

田

奈
　
須
　
清
　
次
84
栄

町

岡
　
　
　
　
　
登
79
上
水
流

坂
　
口
　
隆
　
志
75
太
田
原
住
宅

大
　
山
　
佳
　
秀
49
八
幡（
出
水
）

大
　
礒
　
和
　
江
85
柴

引

土
　
﨑
　
ユ
キ
子
88
仮

屋

上
　
元
　
フ
ジ
子
94
沖

田

濱
　
﨑
　
加
代
子
52
名
古
西

（
10
月
２
日
～
10
月
31
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付
　 〈
敬
称
略
〉

橋

口

義

明
（
町（
高
尾
野
））

上

野

竜

二
（
唐
笠
木
）

郡

山

武

志
（
諏
訪
馬
場
）

小

園
　
　

昇
（
愛
宕
下
）

萩

原

法

子
（
白
木
川
内
）

辻

口
　
　

操
（
上

場
）

久
留
木
　
和
　
弘
（
早

馬
）

河
　
路
　
由
利
子
（
下
古
市
）

溝

下

貞

輝
（
名
古
西
）

山

下

豊

子
（
八
幡（
野
田
））

安
　
田
　
フ
ヂ
ノ
（
上

町
）

山

下

文

治
（
千
間
山
）

浦

本

正

司
（
掛

腰
）

末

吉

親

文
（
東
水
流
）

田

畑

宏

子
（
政

所
）

宇

都

直

憲
（
横

尾
）

牛
ノ
濵
　
真
紀
子
（
八
幡（
出
水
））

揚

松

明

男
（
天
神（
出
水
））

松

下

達

成
（
下

山
）

西

濱

義

信
（
山

崎
）

小

川

チ

ヅ
（
西
福
ノ
江
）

柏
　
木
　
三
十
士
（
中

里
）

大

金

英

雄
（
政

所
）

知
　
識
　
エ
ミ
子
（
沖

田
）

吉

本

純

久
（
表
郷
西
）

白
　
井
　
フ
ジ
ノ
（
平
松
上
）

田
　
中
　
久
美
子
（
帆
木
ノ
上
）

坂
　
下
　
藤
四
郎
（
平
松
上
）

猿

渡

瑞

江
（
本
町（
野
田
））

大
久
保
　
幸
　
子
（
福
ノ
江
港
）

湯

田

兼

光
（
上
り
立
）

阿

田

俊

彦
（
熊
本
県
）

永

山

正

利
（
野

添
）

奈
　
須
　
ハ
ツ
子
（
栄

町
）

𠮷

田

順

子
（
町（
高
尾
野
））

大
　
山
　
さ
ゆ
り
（
八
幡（
出
水
））

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄

へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
政
策
調
整
室
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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暮らしの情報暮らしの情報

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

12　　　　　月
日 医　療　機　関　名

７日（日）

［当］出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62−0419
［当・児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500
［当］門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100
［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

14日（日）

［当］出水眼科 眼科 春日町 ☎62−8350
［当］境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎67−2600
［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420
［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054
［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

21日（日）

［当・児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707
［当］福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎62−8200
［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72−0016
［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

23日（火）

［当］よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎63−7800
［当］三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63−2333
［当］阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72−0040
［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

28日（日）

［当］恒吉医院 消化・内科 大和 ☎82−0048
［当・児］二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62−0167
［当］林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73−3639
［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

29日（月）
［当］いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73−1700
［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

30日（火）

［当］よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎63−1112
［当］よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎63−7800
［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72−0016
［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405
［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

31日（水）

［当］東医院 整形外科 六月田中 ☎67−1861
［当・児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500
［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420
［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595
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暮らしの情報暮らしの情報

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
12月28日

太田歯科クリニック 歯科 ☎84－4700 仲 町（ 野 田 ）
う ら く ぼ 薬 局 ☎82－2539 上 り 立

12月30日
スマイル歯科医院 歯科 ☎75－3300 阿 久 根 市
あ す か 薬 局 ☎63－7322 鹿 島
こ が ね 薬 局 ☎64－1132 沖 田

12月31日
ス マ イ ル 歯 科 医 院 歯科 ☎75－3300 阿 久 根 市
あ じ さ い 薬 局 ☎67－2055 六月田下
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
12月１日～７日 日之出建設工業 ☎63－3388

携帯電話
（090－7397－7898）

ホクシン工建 ☎82－0612

携帯電話
（090－7154－7490）

12月8日～14日 職 建 ☎62－1409 野 村 電 設 ☎82－3637
12月15日～21日 あかつき電化 ☎62－0650 第 一 産 業 ☎63－0708
12月22日～28日 三 和 住 設 ☎62－5114 アタックス ☎82－0044

12月29日 太田電機工業所 ☎63－1966 釜 崎 水 道 ☎82－0249
12月30日 北 薩 設 備 ☎62－6011 松 一 ☎65－6520
12月31日 ことぶき電気設備 ☎62－0313 桑野水道設備 ☎82－4385

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2014年10月１日〜同10月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（－４） ０件（－２） ０人（　０） ０人（－１） 143件（－21） 61人（－16）
2014年の累計 ８件（−14） ４件（－７） ２人（＋２） ２人（－３） 1745件（－39） 902人（－43）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

12 月の主な行事

12月７日
金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2150 栄 町
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

12月14日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎73－0508 阿 久 根 市
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天 神

12月21日
はしぐち歯科クリニック 歯科 ☎62－8241 茶 円 堀
さ く ら 薬 局 ☎63－7700 向 江
か り ん 薬 局 ☎64－1400 向 江

12月23日
村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0601 春 日 町
こ が ね 薬 局 ☎64－1132 沖 田
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡 瀬 口

７日（日）▶歳の市「野田郷むらまつり」（午前９時30分・野田農産加工施設周辺）
７日（日）▶ツルのまちウォーキング大会
　　　　　　（午前９時30分・ツル観察センターおよびウォーキングコース）
７日（日）▶第９回市内地区対抗駅伝競走大会（午前８時50分・市内一円）



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部政策調整室
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『今月の問題』

　

10
月
25
日
（
土
）
に
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

で
博
物
館
講
座
５
「
ツ
ル
講
座
～
つ
ば
さ

の
し
く
み
を
学
ぼ
う
～
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

鳥
の
羽
根
は
部
位
に
よ 

っ
て
形
が
異

博
物
館
講
座
５ 

ツ
ル
講
座

 

～
つ
ば
さ
の
し
く
み
を
学
ぼ
う
～

102

ツルの食性は次のうちどれ
でしょう？
Ａ　草食
Ｂ　雑食
Ｃ　肉食

☆　答えは来月号で。先月号の答えは、
　　Ａ　１〜２個　でした。

　川端通り会（宇
津木信孝会長）か
ら、県ツル保護会
に寄付をいただき
ました。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本市および広島県
世羅町の両ターゲッ
トバードゴルフ協会
から、ツル餌用のも
みが寄付されました。

　

伝
統
の
漁
法
「
ケ
タ
打
瀬

漁
」。
こ
の
漁
は
、
帆
を
張
っ

た
船
で
、
ク
マ
手
の
よ
う
な

鉄
製
の
ツ
メ
を
つ
け
た
「
桁け

た

」

を
引
き
、
ク
マ
エ
ビ
が
驚
い
て

飛
び
出
し
た
と
こ
ろ
を
、
後
ろ

の
網
に
追
い
込
ん
で
捕
る
漁

法
で
、
例
年
11
月
１
日
に
操
業

開
始
し
、
翌
年
３
月
中
旬
ま
で

漁
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

取
材
の
日
は
風
が
強
く
、
帆

の
数
を
少
な
く
し
、
高
さ
も
低

く
す
る
な
ど
、
船
の
速
度
を
調

整
し
て
い
ま
し
た
。
捕
獲
さ
れ

た
ク
マ
エ
ビ
は
「
焼
き
エ
ビ
」

に
加
工
さ
れ
、
正
月
の
最
高
級

贈
答
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
ま

す
。

な
っ
て
お
り
、
実
際
に
ツ
ル

の
つ
ば
さ
の
は
く
製
を
触
る

な
ど
し
て
、
し
く
み
と
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
楽
し

く
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
フ
ェ
ル
ト
生
地

を
切
り
貼
り
し
、
ミ
ニ
つ
ば

さ
を
作
り
ま
し
た
。
色
と
り

ど
り
の
つ
ば
さ
が
完
成
し
、

参
加
者
は
と
て
も
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　雲海酒造株式会社から、
本年も、ツルの餌として
県ツル保護会に小麦 10
トンの寄付をいただきま
した。

　ツル保護に役立ててほ
しいと、俳句の会・湾有
志一同の皆さんから、県
ツル保護会に寄付をいた
だきました。

　第 45 回ジュニアオリンピック陸上競技大会に、
県代表として出場するのを前に市役所を訪問した、
鮫島唯菜選手（出水中３年）、清水遥加選手（出水
中３年）、冨満朝夏選手（高尾野中１年）、橋元優成
選手（野田中３年）。

　長年にわたる消防団活動が評価さ
れ、瑞宝単光章を受章された、元出水
市消防団分団長の松田貢さん（新町自
治会）。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す


